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アドミラルズカッフ・87は，8月15B,プリマスのギ

ルドホールでの表彰式で，ニュージーランドチームの

キャフ°テン，ドン・ブロックの手に黄金のカップが手

渡されて，その幕を閉じた。

1957年にイギリス・アメリカ2ヵ国の6艇によって

始まったこのアドミラルズカップは，今年で30年，第

16回を数え，アメリカスカップとならぶビッグイベン

トとなっている。その30年は，外洋ヨットの歴史であ

り，名勝負と語りつがれる数多くの物語りを生んだ舞

台であり，名艇，名ヨットマンとたたえられるフネと

人とを選び出した試練の場であった。

外洋ヨットレースは，このレースと共に綴られて来

たし，外洋ヨットの進歩は，このレースによって捉さ

れて来たのである。

第16回を教える今年のレースは，参加国14,参加艇

数42と，1977年から79年までの19カ国にくらべると，

ちょっと淋しい数字といえるはずだが，レースに参加

した14ヵ国のレベルの高さ，そして参加した42ハイの

うネの素晴らしさによって，これまでのどの年のレー

スよりもエキサイティングなレースとなったのであ

る。

今回のレースでは，従来の参加艇のレーテイングレ

ンジ，30フィートから40フィートという条件に，各国

3艇のレーテイング合計が，95フィートを上廻らなけ

ればならないという条項が加わったため，前回の様に

ワントン勢ばかりのレースとはならず，各国とも新鋭

ワントナー2ハイに，2トンクラス以上の大型艇を配

する布陣でのぞむことになって，新鋭2トン勢に大き

な比重がかかるレースとなった。

レース前，各国チームの目算は，とにかくワントン

勢で得点をかせぎ，2トンには戸できるだけ失点をお

さえてもらうといったところにあったと思われる。

しかしながら，こうした予想は，第1レースから，

外れ，今回のアドミラルズカップの勝敗の鍵を握った

のは，レーテイング34フィートから35フィートの2ト

ンクラスで，ニュージーランドのくキィウイ〉，イギ

リスのくインダルジャンス>，デンマークのくオリジ

ナル・バックマン>，アメリカのくサイドワインダー>，

といったフネの走りが，レースそのものをリードする

といった展開となったのである。

最終成績は，別表･Iの通りであり,5レースを終

えて，艇別順位は，表．Uの通りとなったが，各国の

編成をレーティング集計から見ると，レーテイング合

計が,96フィート以内に納まった国が,上位にならび，

96フイート以上のチーム4カ国は，アメリカチームの

例外を除けば，全チームが下位に並ぶという現象を示

している。

いちばん重い104.39と35フイート前後のフネ3艇を

そろえたアメリカが6位，続いて105.04のオランダ11

位,100.73のスウェーデン13位,99.83のイタリア12位，

となった。

レースは，第1レースのソレント海峡でのインショ

アレースが微風だっただけで，2レース以降の全ての

レースは軽風から順風と，恵まれたコンディションと

なってほとんど運・不運といったものが介在せず公平

なレースであったといえるだろう。

大ざっぱに，レースをふり返ってみよう。

7月30日のインショアレースは，ソレント海峡の東

側海面での約24マイルのコースで行なわれたが，超微

風から10ノット以下の風が時おり吹<といったコン

ディション潮流の読みが，わずかばかり，各艇のナビ

ゲーターを悩ませるといったレース。このレースは，

大型艇群の快走の目立ったレースとなった。修正1位

は，デンマークのくオリジナルバックマン>’2位は

オランダのくプロモーション>’3位アメリカのくサ

イドワインダー〉以下12位までを2トン以上の大型艇

が占め，ワントン勢は，〈アイリッシュインデペンデ

トペルト〉の13位，ロドニー・パティソンの乗るイギ

リスのくジャーマレラ〉が14位とわずかに気をはいて

いた。大型艇ゴールの頃から風が落ち潮が変ったこと

が，ワントン勢を後方に押しやる結果になったともい

えるはずだが。各マークの修正順位でも大型艇のリー

ドが続いていたことから見ると，上位にならんだ大型

艇が，微風で充分，小型艇群に走り勝てる力を持って

いたといえるはずである。

トップをとったくオリジナル・バックマン〉は前回，

大活躍したX-ワントンのシリーズの最新2トンでイ

ブセン設計の44フィートX-345である。
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璽 J3063日本のセールナンバーを

つけて快走したくイ・プンクト〉

ユーデル・フローリックの新鋭ワ

ントナー，西ドイツのくコンテイ

ナー〉と姉妹艇で，そのスピード

ボテンLシャルは高い

一
一 第2レースは，7月31日スタートの恒例のチャンネ

ルレース｡今回のコースは,従来のどのレースのパター

ンとも異なった全く新らしいコースカ:採用された。カ

ウズ沖をスタートし，二一ドル沖からプールフェア

ウェイブイをまわり，ワイト島の南岸を東へ走り，オ

ワーズをまわり，イングリッシュチャンネルのほぼ中

間のEC-2ブイをまわる，大きなソーセージを2回ま

わるというコース。

従来のフランス，シェルブール港中のCH-1をまわ

るコースと較べ，海流による影響の少ないコースとし

て，各チームから支持を受けたコースであった。

レースは，終始，15～30ノットのいい風が吹き，各

艇の力量がそのまま順位に現われるといった結果に

なった。ニュージーランドのくプロパガンダ〉イギリ

スのくジャーマレラ〉の2ハイのうアーの新鋭ワント

ンが，第1マークからフイニッシュまで，凄絶なトッ

プ争いを演じ，7つある各マーク回航ごとに秒差の接

戦となった。

213マイルを走ってフイニッシュタイムは，レーテイ

ングでわずか0.05高いくプロパガンダ〉が，30時間19

分11秒，そしてくジヤーマレラ〉は,30時間20分31"

と,1分に満たない差で記録している修正タイムの差

は，わずかに16秒でくプロパガンダ〉が逃げ切った。

31時間にわたって，オリンピックコースを走る以上の

緊張感の中にあった2艇の健闘は，外洋ヨットの歴史

に残る名勝負となった。

7位までをワントン勢が占め，イギリスのくインダ

ルジヤンス〉（34.52）8位デンマークのくオリジナル・

バックマン>(34.51)12位，西ドイツのくデイーバ〉

(34.42)13位の健闘が光っている。広い海域でのワ

ントン勢の力が証明されたレースとなった。

ファースト・フィニッシュのスクラッチボート，ス

ウェーデンのくローヤル・ブルー〉（40.00）の所要時

間28時間54分16秒からラダーを落としたアメリカの

くブルーヤンキー〉のフイニッシュ31時間13分40秒ま

で，わずか2時間でレースは終了しているのである。

修正時間では,1時間以内に35艇が入っている。いか

に全艇の走りがミスのないものであったかが，うかが

えるはずである。

日本人のオーナーで今回オーストリアからエント

リーされたくイ・プンクト>(U/V30.50)は,3位

とその快足ぶりを披露した。

8月3日第3レースは，ソレント海峡を離れて，ク

ライストチャーチベイでのオリンピックコースレー

ス，北北東の風15ノットから20ノットと波もなくス

ムースな海面での絶好のコンディション，世界のトッ

プレーサーの競演は，見ごたえのある素晴らしいもの

であった。

レースは,J3063のセールナンバーをつけたピンク

のハル，〈イ・う°ンクト〉の快走で始まった。このワ

ントンは，ドイツチームのトライアルレースに敗れ，

オーストリアにチャーターされたフネだが，コミッ

ティポート側からスタートするや，まっすぐ岸への

コースをひいて，上マークを大型艇群の中で5番目に

廻航，その順位をサイドマーク，下マーク，そして上

マークと続け，圧倒的な優位に立った。このくイ・プ

ンクト〉に続いたのはくプロパガンダ>〈ジヤーマレラ〉

の2ハイのワントン勢で，この3艇によるトップ。争い

は，5時間にわたって続けられ，最終的には，1位くプ

ロパガンダ〉2位くイ・プンクト〉3位にくキイウイ〉

4位くジヤマレラ〉5位くサイドワインダー〉となっ

た。そして，3レースまでの艇別得点順位は,1位くプ

ロパガンダ〉2位くイ・う｡ンクト〉3位くキイウイ〉

4位くジヤマレラ〉5位くサイドワインダー〉となり，

国別では,1位イギリス,2位ニュージーランド,3

位オーストラリア，となった。イギリスとニュージー

ランドの差はわずかに1点であった。

8月5日クライストチヤーチベイでの第4レース

は，長い風待ちの後，第3レースとほぼ同じ様なコン

デイションとなった海域で,13時50分にスタート，第

（
）

（3）



昭和62年9月15日第150号 ○FFSHORE 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

2レース第3レースと快走したくイ・プンクト〉が，

リコールをおかして，一気にトップ艇群から離れ，ワ

ントンの一角が崩れくジャマレラ〉も大型艇にかこま

れて苦戦,大型艇群の中で健闘しているワントン勢は，

〈プロパガンダ〉〈ゴールドコーフツの2ハイのニュー

ジーランド艇だけとなった。

アメリカのくサイドワインダー〉〈インサッタブル〉

（ネルソン・マレック4535.18)が，終始トップをゆ

ずらず,1位くインサッタブル>2位くサイドワイン

ダー〉とワンツーフイニッシュを決め，3位にアイル

ランドのくターキッシュ・デライト〉（カストロ43

34.21)となり，ニュージーランドは,5位にくキイ

ウイ〉6位くプロパガンダ〉8位くゴールドコープ〉

と，大量点を上げて国別得点でトップに躍り出た。イ

ギリスは，7位にくインダルジヤンス〉24位にくジヤ

マレラ〉そしてくジュノー〉はケースを起こして最下

位に転落，2位に後退，1位と2位の差は94点とひら

いた。

8月8B11時スタートした伝統のファストネット

レース（600マイル）は，終始いい風にめぐまれての

早いレースとなった。スタートしてからソレント海峡

を抜け，リザードヘッドまでが上りで，中盤からフィ

ニッシュまでは，フリーと走りやすいコンディション

で，ファーストフィニッシュのくローヤル・ブルー〉

の所要時間は81時間25分29秒となった。このレースを

リードしたのは，〈アイリッシュインデペンデントペ

ルト〉で，ファストネットロックでの修正順位1位，

続いて,日本のスポンサーを持つイタリアのくマリサ・

コニカ〉〈オリジナル・バックマン〉〈サイドワイン

ダー〉〈ピンタ〉と2トン勢，さらにくジャーマレラ〉

〈プロパガンダ〉と艇別得点のトップを争う2艇が続

いていた。

最終結果は,終始トップを走り続けたくアイリッシュ

インデペンデントペルト〉が，そのまま1位，2位に

イギリスのくジュノー〉3位も同じイギリスのくジャ

マレラ〉そして4位にくプロパガンダ〉となった。前

半快走したくコニカ〉はディスマスト，〈イ・プンクト〉

はラダーを折ってリタイア。

伝統のこのファストネットレースに勝つたくアイ

リッシュインデペンデントペルト〉は，昨シーズン，

サルディニアカップの最多得点艇くフルペット〉（デュ

ボア40RAT30.49)で，イギリス国内予選の第一レー

スにデイスマストして，イギリスからの出場をあきら

め，アイルランドにチャーターされたのである。

5つのレースを終えて,ニュージーランドの初優勝，

2位イギリス，3位オーストラリア，4位アイルラン

ド，5位西ドイツ，6位アメリカとなったが，この順

位は現在の外洋ヨット界の勢力図として順当な結果と

いえるだろう。2回連続優勝で，今回のレースに史上

初の3連勝の夢をかけていた西ドイツの惨敗は意外と

いえば意外だが，レース前のキールの取り替え，輸送

中の事故，そしてクルー同志の反目といった事実を考

えると，この順位もまた仕方のないところと言えるだ

ろう。

ニュージーランドの勝因は何か，艇別得点の上で，

1位のくプロパガンダ〉6位くゴールドコーフツ（マッ

ドマックス）7位のくキイウイ〉と3艇がともに上位

を占めるという見事なレース振りから見れば当然とい

えるだろうし，前回1985年のレースでスピードがあり

ながら，しばしばケースを起こして敗退した教訓が生

きていたともいえるはずである。5回目の挑戦によっ

て得た栄光は海洋王国ニュージーランドを更に高いレ

ベルに押し上げるに違いない。前回に続き2位となっ

たイギリスの敗因は何か，2つのオリンピックコース

のレースに，ニュージーランドに26点,110点と引き

離された。その結果が，そのままこの順位となってい

るのである。チャンネルレース，ファストネットレー

スで，どちらも最多得点チームとなっていながら，

ショートレースによってくジュノー〉の不用意なマー

ク回航のケースが惜しまれる。このチームの焦りが取

オリンピックコース上マーク付近の混戦，2トンクラスのすぐうしろにワントン勢が迫る

(4）
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り戻せたはずのカップを南太平洋に送る結果となっ

た。

西ドイツチームに何が起きたのだろうか,1973年，

そして1983年,85年と栄光の黄金のカップ°をキーラー

ヨットクラブのクラブハウスに飾ったドイツチーム

は，第1レースに信じられない最下位に落ち，わずか

ながら2つのオフショアに面目を保っただけで，惨め

な敗戦を味わった。

彼らはこのレースを前に自信満々だった。北の海が

凍りつく季節，彼らはポートをスペインに送り，そこ

でトレーニングを積み，5月にはキールにフネを戻し，

そこでこのカップ死守のためのチームを選び出した，

ユーデル．フローリックの画き出したフネは，負ける

はずのない新鋭艇であったし，クルーの編成，そして

その練度もこのカップ°死守のために充分なものであっ

た。

第1レーススタート前夜にスキッパーが替るといっ

た不協和音が惨敗の因といえるだろう。

艇別順位表を見ると，1位くプロパガンダ〉2位

くジャーマレラ〉の2ハイのうアーのワントンが快走

したことが判る。〈プロパガンダ〉は，レーティング

30.59とわずかにワントンをオーバーしているが，そ

のフリーでのスピードは優に2トン勢をしのいでい

た。スキッパーは1977年日本の初挑戦の時，〈サンバー

ド〉のナビゲーターをつとめた，ベバン・ウーリー，

彼はクリス・ブゼー（ボーザィド）の片腕として，あ

のレインボーで,ワントンカッフ。を制した名クルーで，

かつてくポリスカー〉のタクティシャンをつとめたこ

とのある名手だ。そしてヘルムスマンは，ペーター・

レスター，タクティシャンにブラッド・バッドワース

と12メーター<キイウイマジック>の名クルー達が乗っ

ている。1位2回，4位，6位と4レースにシングル

を獲った力量は，世界最高の艇とクルーと賞賛されて

当然といえるのである。

■な』■、Ⅱ？■。が'r"f■§？〈

チャンネルレースソレント海峡を走る口■

2位のくジヤーマレラ〉は，第4レースのスタート

のもたつきがなければくプロパガンダ〉から栄誉を奪

いとることができたはず，終始くプロパガンダ〉とせ

り合った力は，ほぼ互角であるといえるだろう。

ヨーロッパの海域に合わせて，わずかに微風，軽風

でのフリーの性能を高めてあると言われ，今回のコン

ディションでならばくプロパガンダ〉を上廻る成績も

当然であったのではなかろうか。スキッパーはイギリ

スの誇るゴールドメダリスト，ロドニー・パティソン

で，彼は前回はくジェド〉のヘルムスマンをつとめ，

チャンネルレースに勝ち，またワントンワールドに

勝っている。そして同じ年のファストネットの優勝艇

くパンダ〉のヘルムスマンをつとめたローリィー・ス

ミスをタクティシャン，サブヘルムスマンとして迎え

豪華な顔ぶれで今回のレースにのぞんでいるのであ

る。

3位のくオリジナル・バックマン〉は，前回のアド

ミラルズ85そして86年ワントンワールド，3/4ワール

ドの台風の目ともいえたあのXワントンの発展型の2

トン(34.51)で，微風軽風での走りは群を抜いて

いた。セールは，ダイアモンドセールとカールソン・

セールで，トム・カールソンがヘルムスマンを勤めた。

上位10艇を見ると，ワントン6艇，2トン4艇で，

20位までにひろげると，2トンはさらに5艇入って，

ワントンと2トンとはほぼ互角に走ったといっていい

成績となる。かつてこのレースが軽量小型艇の優位が

定着し，前回の1985年レースではワントンの国別対抗

レースとなってしまったことを考えると，ちょっと意

外な結果といえるかも知れないが，この結果は逆に，

2トンがとうとうワントン勢をとらえたと見ることが

できるのである。今回のレースの勝敗の鍵は，2トン

が握っていたといえるはずである。

ニュージーランドのくキィウイ〉,オースラリアのくス

ワンフ°レミアムⅢ〉（マドレーヌスドーター）は共に

《
）

D･"
I"町.
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蕊型

＃譲鍵 ＝

オリンピックコースサイドマークヘ向かうレース艇群
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図.1西ドイツのユーデルフローリック設計の2トン
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につめ込んだ，宇宙食のようなカロリー食品と，チョ

コレートだけで30時間，40時間を過すという非人間的

なことが当り前になっているのである。

F-1の車で，モンテカルロラリーを走るといった過

酷な状況が，アドミラルズカッフ．なのである。そして

そのきびしさは，アドミラルズカップを例外とせずに

他のレースへも浸透しているのである。

アドミラルズカップが行なわれる期間とその海域

は，恒例のカウズウィークと重なり合っていて，アド

ミラルズカップにスケジュールされているチャンネル

レース，ファストネットレースは一般の外洋ヨットも

出場する，いうならばオーフ。ンレースなのだが。

従来人気のあったチャンネルレースには今回は，わ

ずかに80パイ前後のフネしかスタートしていない。か

つて,ソレント海峡からスタートする600パイの大型

外洋レーサーで賑わった時を知る者にとって，この惨

状は何と考えたら良いのだろうか。

IORボート，しかも先端のデザインの最新鋭艇で

なければ勝てないという時代に入って，多くのオー

ナー達はこの世界から去って行った。そしてクルー達

もまた，あまりにも過酷な外洋レースの世界に身をひ

かざるを得なくなったと思われる。

そしてかつてわずか10年前まであった良き時代は

終って，外洋レースは冬の時代に入ってしまったので

ある。

ヨーロッパのヨット雑誌には,IORとは関係のな

い安全と快適な航海をうたったクルージングボートの

広告が目立つ，ダブルエンダーのモーターセーラーや，

ディープキール，ロングキールのヨットが人気を取り

もどしていると見える。

かつて,IORボートを追い続けたオーナー達も，

また，こうした生活のあるフネに戻って来ているとい

う。レース艇の周りをうずめたスペクテーターボート

の大型のクルーザー群には，古き良き時代の臭いが

あった。

そして，ノーターの豪華なプロダクションポート，

スワンシリーズによるスワンワールドが高い人気を獲

得しているといった現実を見ると，外洋ヨットの世界

は大きく2極に分れて行く様に思われる。

プロでなくとも乗れるフネで，プロでなくても勝て

るレース，勝てないまでも楽しめるレース，そうした

方向を模索しながら外洋ヨットの世界は大きく動いて

行くに違いない。

ファーの43フイートでスワンの方がわずかに重く作ら

れているという。そのファ-43の2艇と，イギリスの

くインダルジヤンス〉（アンドリュー44,34.52）の3

艇の得点が，ニュージーランド，イギリス，オースト

ラリアの上位3チームの順位を決定したといえるだろ

う。

注目の2トン勢を見ると，どのフネもまさにビック

ディンギーで，「外洋レーサーはついにここまで来て

しまったのか」との印象を受ける。かつて,IORボー

トのデインギー化の傾向は,1973年にクォータートン

に現われ,1977年頃にハーフトン,3/4トンクラスを

おおい,1979年頃にワントン勢にいたった流れであっ

た。そしてこの2トンクラスのレーサーには，まだ「秀

れたレーサーは良いクルーザーである」といった思想

が読みとれたのである。1977年のくスカラムーチェ>,

1979年のくビクトリー〉〈ラガマフイン>1983年のくブ

ラバ〉らには美しく，しかも豪華なフネとしてのムー

ドが感じられたのである。今回のレースの2トンクラ

スには，そんな甘い感情は全く感じられない。デッキ

上に配されたウィンチはシートウィンチ4個，ハリ

ヤードウィンチ2個がほぼ一般的な配置で，かつては

キャビンの中央に聖域としてあった，ナビゲーション

テーブルもなく，トイレ，ギャレーのシンクも全くハ

ルに穴をあけずに取りつけられ，ほとんど使用するこ

とがない。という徹底ぶりなのである。（図．l参照）

IORポートは，一日走ってわずか数秒先着するた

めに，デザイナーはしのぎを削り，ピルダーはわずか

何グラムかを軽くするために心血を注ぐ，こうした現

象は，それが競争である限り，当然起きるわけで，オー

ナーは勝つために金をおしんではならないといった蟻

地獄に落ち入るのである。lパイのワントンに80枚の

セールがカッティングされ，テストされてレースに積

み込まれる。そしてそのハイテクセールも，100時間

程度で新らしいものに変えられるといった狂気といえ

る時代が既に来てしまっているのである。

自動車におけるF-1の開発競争に似た現実がそこに

ある。

そして，そうしたハイテクボートには，人間に人間

らしくふるまうことも拒否するきびしさ力:ある。ク

ルーひとりひとりの体重が，スピードを生むためのバ

ラストとして計算され，速さの方程式の中に組み込ま

れているとあれば，クルー達は常にデッキサイドには

りついていることが強要されるはずで，ポケットの中

へ
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．
塵
○
ｚ

』
曽
幽
ン
目
ｚ
矛
戸
“
四
四
コ
○
畠

ｚ
国
堅
Ｃ
ｚ

の
餡
幽
堅
隆

口
ｚ
ご
目
“
ぬ

雷
雪
自
○
餡
ン
、
自
国
ロ
ロ
［

当
［
国
Ｏ
塵
シ
一
目
国
ロ
ロ
［

ｚ
凶
の
国
竪
聖
幽
［

口
四
目
“
。
ｚ
く

餡
塵
式
田

く
い
ｚ
幽
壁
鱈

ｚ
国
の
鰹
（
国
唾
［

】
冒
昌
○
塵
ン
、
自
国
ロ
。
［

Ｑ
ｚ
く
］
醒
鐘

四
○
ぬ
。
Ｑ

聖
。
く
圏
戸
弓
○
ｚ
匡
矛
日
国
塵
醒
固
唾

○
“
Ｆ
の
こ
●

函
〔
．
○
餡
ン
｝
自
国
ロ
ロ
［

劉
幽
昌
至
Ｎ
ｚ
Ｏ
Ｃ

Ｑ
ｚ
く
軍
胃
虫

当
弓
三
三
、
ｚ
○
ぬ
自
鶴
ｚ

Ｏ
轌
侶
ぬ
く
Ｑ

閨
［
．
○
塵
ン
、
自
国
ロ
。
［

の
ン
国
餡
函
臼
冒
ロ
国

四
○
四
口
Ｑ

“
餡
迂
鶴

冨
［
。
○
“
ン
、
自
国
ロ
ロ
［

当
宮
目
○
餡
戸
、
自
国
口
。
｛

閏
塵
く
“

の
尹
四
“
因
由
言
コ
エ

ロ
四
目
堅
口
ｚ
く

酉
閨
く
鴎

ｚ
ｏ
の
口
目
ン
記
口

雪
○
四
口
口

頭
○
口
堅
芦
、
自
国
出
Ｑ
昌
四
餡

ｚ
国
⑳
国
堅
』
国
［

堅
函
記
堅

餡
堅
迂
笛

芯
自
切
扇
の
口

到里

国
四
日
四
口
く
三
目
く
ン
・
」
・
国
・
鱈

尹
僧
⑳
幽
口
○
塵
Ｑ
Ｐ
Ｑ
Ｆ
塵
○
四

○
国
一
員
塵

陰
」
○
座
“
室

Ｑ
堅
く
Ｑ
○
餡
ロ
四

○
○
ｓ
め
《
Ｚ
目
ｐ
Ｇ
ｚ
く

。
畠
シ
罠
。

シ
ｚ
○
］
目
○
三
‐
○
堅
畠

四
口
目
由
目
く
シ
○
望

ｚ
く
三
目
こ
○

曽
智
嵩
ｚ
歪
矛
四
口
目
饅

Ｃ
Ｑ
必
之
幽
の
ｚ
幽
帛
』
｝
国
ヨ
臣
幽
謹
○
醒
四
】
Ｑ
○
』
ぬ

『
＠
．
○

四
ｚ
国
｛
Ｑ
迂
冨
ｚ
ご
幽
三

く
目
ｚ
Ｏ
型
‐
至
四
笛
く
冨

之
幽
冨
ｚ
く
ぬ
の
目
曽
Ｑ
ｚ
く

く
ン
【
］

至
園
］
雪
当
‐
閨
苫
呈
出
Ｑ
ｚ
く
冒

浄
幽
冨
の
昌
彦
ｚ
○
の
四
二
く
［

の
。
シ
崖
邑
×

○
〃
閂
ｚ
雪
ン

Ｆ
霞
Ｚ
。
畠
目

く
。
餡
口
浄
壺
三

三
口
鍔
Ｃ
Ｑ

幽
昌
空
く
目
』
く
⑱
ｚ
一

γ
目
『
○
国
色
白
国
四
冨
菖
。
浄

幽
Ｑ
く
ロ
ロ
く
の

塵
○
日
。
的
ロ
三
‐
之
○
弓
函
口
隠
之
幽
Ｑ

目
三
コ
目
三
国
些
包
ｚ
こ
』
声
⑱

三
三
コ
｛
冨
幽
塵
聖
之
く
夢
の

至
侶
ｚ
国

堅
幽
Ｚ
目
く
Ｆ
ｚ
○
。

国
三
口
『
三
国
餡
竪
ｚ
至
営
〆
の

Ｃ
ｚ
Ｐ
〔

四
。
ｚ
国
○
昌
口
自
之
員

｝
ご
重
冨

色
堅
Ｃ
Ｑ
口
昌
Ｏ
Ｃ

自
臼
閨
色
闇
之
四
口
之
曾
へ
国
口
ｚ
目
出
望
塵
昌

醒
陰
口
ｚ
］
藍
〆
四
口
易

塵
国
産
塵
四
宮
』
興
国
ｚ
ｚ
く
冨
】
Ｑ
四
ｍ
目
ご
ｚ
己
屋
○

迂
昌
目
幽
堅
く
冨
包
［

く
Ｑ
ｚ
里
Ｃ
く
竪
○
聖
ら

の
Ｅ
両
Ｚ
君
で
民
津
。
（
）
ｚ
一
局
め
・
一
。

の
函
函
《
』

一
命
函
②
鴎

［
④
宇
宙

つ
②
ト
つ
『
冒

司
口
斗
、
亀
Ｊ

戸
卜
戸
口
ぴ

ぬ
函
唖
函
国

［
函
［
つ
め

や
句
西

つ
［
つ
つ
【
の

や
め
畠
当

負
［
弓
の
ロ

》
函
函
［
□

ぬ
〔
函
争
隆

、
函
［
軍

［
つ
つ
『
［
胃

ゆ
［
函
［
（
目

寸
α
、
函
｛
）

飼
函
つ
〔
［
自

今
エ
ト
【
》
胃
『

・
Ｂ
Ｇ
、
陰

画
い
ふ
『
〉
一

函
や
今
函
［

↑
寸
晶
函
国

卜
函
函
争
堅

守
函
［
寺
の
口

や
鞆
・
［
〉
］

曾
曾
①

一
寸
函
、
凶

冒
の
函
く
湾

つ
つ
急
ぐ
出

自
寸
範
①

の
っ
日
○

つ
ｇ
守
く
苫

ゆ
つ
ゅ
〉
》

臼
今
西

扇
ご
瞬
冨

や
鳶
刷
冨

師
高
出

函
や
つ
田
の
。

冒
函
［
Ｑ

つ
め
「
〉
目

［
や
言
や
凶
冨

胃国師マいや屋－，つ目函や寸唖一卜函一一一句鋺寸L口や厚cc｡一再一命守唖や隈CO③‐再函
胃胃胃胃門司胃冒胃一函一函一一国一函一画碗“めめ“めめめめ師寺寸寸
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国別順位表

Cl・Team SAilNo.YachtName Skipper/Owner Rat.R.1R.2R.3R.4R.5Total

lNEWZEALANDKZ296

KZ6161

KZ6191

GOLDCORP

PROPAGANDA

KIWI

R･DODSON/MCANNING

B・WOOLLEY/A・BURR

P.WAL肥R/ADMIRAL'SCUP(

30.58

30.59

34.47

1btal う

０
５
５
０

６
９
１
７

１
１
１
４

Ｆ
『
』
【
Ｊ
１
ｎ
く
Ｊ
戸
ｈ
Ｊ

ｎ
／
】
ｎ
／
筥
司
Ｉ
上
沢
ｈ
Ｕ

‘
月
蛍
【
‐
、
ｖ
ｊ
川
宙
、
く
Ｊ１

１
６
２
９

１
２
７
０

１
１
３

８
８
０
６

１
４
７
３１

６
４
０
０

６
８
８
３２

０
４
６
０

７
７
７
２２

７
１
３
１

９
９
９
８

４
３
３
２１う

０
５
０
５

０
０
９
９

２
２
４

2UNITEDKINGNMK

K

K

JAMARELLA

JUNO

INDULGENCE

０
５
９

８
０
１

１
５
９

R.PATTISSON/A.GRAY

A・HURST/MPEACOCK

HCUDMORE/G.WALKER

30.54

30.50

34.52

Total

８
０
２
０

３
７
１１

８
４
４
６

５
２
５
３１

３
８
５
６

２
０
０
３

１
１
１
３

８
４
２
４

７
５
７
０２

]AUSTRALIA KA2SM

KA3000

KA4000

SWANPREMIUMI

SWANPREMIUMIII

SWANPREMIUMII

L・ABRAHAMS'LABRAHAMS

PKURTS/PKURTS

G.APPLEBY/G・APPLEBY

Ｐ
『
』
１
１
人
Ｆ
‐
司
り
《
ｄ

Ｆ
司
り
、
く
Ｕ
Ｆ
、
Ｕ
‐
ｒ
Ｌ

０
。
ｏ
ｎ
Ｕ

抑
別
別
Ｔ

０
８
６
４

３
７
３
４１

６
１
２
９

９
２
０
１
１
２

刈
斗
△
ｎ
ｘ
Ｕ
ハ
Ⅱ
Ⅷ
）
〈
叩
ノ
〕

ｏ
／
】
征
【
Ｕ
【
Ｊ
■
Ｊ
１
沢
ｎ
ｖｌ

４
８
８
０

１
７
４
４１

９
５
１
５

４
６
９
０

３
３
３
１ｌｊ

Ｆ
「
リ
、
叩
Ｖ
Ｐ
、
リ
ハ
Ⅲ
Ｕ

ハ
ｘ
Ｕ
ｎ
ノ
】
ｎ
く
Ｊ
川
殼

１
１
１
４

41RELAND
ハ
Ⅱ
Ｕ
か
、
〉

（
ｘ
Ｕ
り
ひ
９
Ｊ

ワ
ー
ハ
Ⅱ
Ｕ
４
罰

１
１
１
１
ｎ
／
白

眼
Ｋ
Ｋ

JAMESONWHISKEY

TURKISHDELIGHT

IRISHINDEPENDENTPEu、

５
６
７
８

７
３
２
３

２
３
４
０１う

０
．
０
０
０

５
０
１
６

１
１
２
４

R.BURROWS/B.BUTKUS

M.MANSFIELD/H.BEZMAN

T.POWER/S.FEIN

0

80

24

104

30.55

34.21

30.49

'Ibtal

０
２
０
２

１
６
６
３１

９
２
４
５

９
４
８
２２

６
２
９
７

１
５
４
１１

一

5GERMAM ９
９
４

０
１
９

９
９
９

１
１
２

CONTnlNER

SAUDADE

DIVA

GEIERMANN/USCHUETZ

UMARES/A.BUELL

B.BEILKENP.WFSTPHAL-LAN

Ｇ
Ｇ
Ｇ

30.52

30.55

34.42

Tbtal

８
４
０
２

８
４
７
０

３
３
２
０１う

０
５
０
５

７
７
８
２

１
１
４

７
７
０
４

１
８
９
９

１

２ ９

９
８
２
４

４
３
６
１

４
０
８
２

４
３
８

皿
ｘ
Ｕ
ｊ
川
宝
ｎ
叩
ｖ
ｎ
／
』

‐
刈
処
ユ
戸
『
』

6U､S・A ８
０
１

６
１
４

９
１
２

８
１
１

１
４
４

Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｕ
Ｕ
Ｕ

SIDEWINDER

BLUEYANKEE

INSATIABLE

J.BERTRAND/R.SHORT

S・BENJAMIN/RTOWSE

G.WISMAN,KREHBIEL'TANK'

34.99

34.20

35.l8

Tbtal

６
７
２
５

７
５
４
７１ う

５
５
０
０

４
０
６
１

１
１
３

２
０
４
６

８
５
８
１２

２
１
９
２

５
２
９
７

４
２
２
９

０
６
４
０

８
７
６１

９
３
９
１

６
３
１１

DENMARK I）1211

1）1215

，1226

ORIGINALBECKMANNPLETFJERNER

ANDELSBANKEN

STKKBROKERIEIFIENSEN&CO

P'JESPERSEN/P.j鴎PERSEN

PKAMPMANN/V.GREULICH

J.HOST/J・HOST

８
８
０
６

６
２
９

34.51

30.55

30.55

1btal

３
６
０
９

９
６
６
１２

７
６
４
７

５
３
３
２１ ｊ

５
５
５
５

５
８
９
３

１

３

７
１
９
７

５
６
２
４

４
２
２
９

４
６
０
０

８
４
４
７１

8FRANCE Ｆ
Ｆ
Ｆ

０
７
７

７
４
８

０
２
２

９
９
９

XERYUS

CENTURION-MUSCLOR

CORUM

B.TROUBLE'/CO-YACHT

LDELAGE/J.DICK

P.BRIAND/BENETEAU

ｌ
箒
０
ｑ
〕
ａ

７
】
４
凸
Ｐ
０
ｔ

ｑ
’
４
ｂ

３
３
３
Ⅱ

２
２
２
６

１
４
７
２１

３
１
５
９

３
８
４
５１

４
６
４
４

２
１
６
０１

２
８
２
２

３
１
６
１１ う

ｎ
Ｙ
ｎ
Ｕ
Ｐ
０
Ｆ
Ｕ

ｎ
５
０
Ｊ
戸
０
９
台

１
１
４

１
７
８
６

８
４
９
２

２
３
２
９

9AUSTRIA PINTハ

RITEC

IPUNKT

W.ILLBRUCK'WILLBRUCK

J.BOUSCHOIJTEIT.VINKE

H.RACDASCHL:'T.FRI鴎E

０
６
２
８

６
８
４１ ９

０
０
０
０

４
２
５
１

１

２

６
４
２
２

５
１
７

７
３
１
６

別
刷
抑

Ｇ
Ｈ
Ｊ

１
局
ｊ
ハ
リ
ａ

２
４
５
ｔ

０
０
ａ
ｎ
〕

別
別
鮒
Ｔ

８
６
８
２

６
２
２
２１

３
４
０
７

６
２
２
０
１
２

７
０
２
９

８
８
９
５

３
２
７

（
）

lOSPAIN ANQUIN'STOO

MAYURCA

VENTO

U･COS'IR/A.QUINTEIRO

P.ZEKDRERA/G.CRYNS

l.ABASCALMFERNANDEZ

34.22

30.54

30.54

Total

０
８
２
０
３
４

６
０
２
８

２
２
２
６

７
３
２
２

５
９
８
３

１
２
２
７

Ｅ
Ｅ
Ｋ

５
７
２

２
４
７

５
７
７

２
２
２

５
４
８
７

１
１
７
０

１
２ う

（
Ⅱ
ｖ
Ｐ
〔
Ｊ
〈
ｎ
Ｕ
Ｆ
『
Ｊ

７
●
１
屯
１
４
旬
く
』
。
’
↓

屯
ｌ
上
旬
ｌ
Ｌ
ｎ
く
Ｊ

ハ
ｈ
Ｕ
ハ
ｈ
Ｕ
（
Ⅱ
Ｕ
、
／
〕

４
刈
寸
、
く
』
、
／
】
ハ
Ⅱ
ＵＩ

P.DERIDDER'P.DERIDDER

G.jEELOFG.jEELOF

B・DOLKBMLK

llHOLLAND MEANMACHINE

CAIMAN

PRO-MOTIONV

う

５
５
０
０

２
４
４
１

１

２

０
０
８
８

４
５
９

９
３
８
０

３
１
８
４

２
２
１
６

■

９８
６
６

１
３
９

Ｈ
Ｈ
Ｈ

戸
０
，
５
‐
１
ａ

Ｆ
０
侭
ｂ
ｎ
６
ｔ

旬
，
。
０

洲
測
胡
Ｔ

４
６
２
２

１
６
８
６１

４
８
０
２

５
１
７

６
４
８
８

４
４
９

M.TUMIATI'MARINAMILI'INR

U.LUCARELLI'/U.LUCARELLI

G.CARRIERO/G.CARRIERO

戸
Ｏ
ｎ
６
ｎ
Ｕ
ａ

Ｆ
０
か
０
〆
ｂ
ｔ

ｄ
４
４
ｂ

３
３
３
１

８
６
６
０

３
７
５
７１

６
０
４
０

２
６
６
５１ う

５
５
５
５

２
１
７
１１

２
５
４
１

０
５
７
３

１
２
２
６

121Tハい １
１
１

MEROPE

MARISA-KONICA

MANDRAKE-KRIZIA

ｎ
屯
リ
ハ
Ⅱ
Ｕ
ｆ
ｌ
上
１
４
凸

、
く
Ｊ
Ｆ
ｈ
Ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ

０
４
８
２

１
７
２
１１

０
１
３

９
０
２

７
０
０

０
１
１

１
１
１

２
２
０
４

０
７
２
９

２
１
１
４

G.EKDAHL/RGUSTAFSON

l.NORRMAN/J.NORRMAN

B.SALL/B.SALL

８
４
２
４

１
１
３

６
２
６
４

６
４
１１

13SWEDEN Ｓ
Ｓ
Ｓ

０１
１
１

０
２
７

０
１
１

１
９
９

ROYALBLUE

CIVIC

EUROCARO

40.00

30.19

30.54

Total

４
６
６
６

６
１
３
１１ ｊ

５
５
０
０

４
３
３
１１

９
５
６
０

７
３
２１

B.CAIGNAERT/TOURVOILE

G.MBADEAUDUMAS1.DUMON

C.FACQUE/CROUESTY

円
Ｉ
Ｏ
ソ
ｎ
６
ａ

４
５
３
ｔ

Ｄ
。
。
、
）

釦
別
別
Ｔ

７
２
８
７

５
１
４
１１

４

０

１
４
２
２

２
８
２
２

２

３

０
２

１１ ７
８
６
１

３
２
７
４

２

３

l4BELGIUM Ｆ
Ｆ
Ｆ

C.G.I.

R.E.F.VALMAUBUEE

PORTDUCROUESTY

４
２
２
８

３
２
５

３
９
０

１
２
３

２
２
２

９
９
９

114－〉
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RaceNo.1-SOLENTCOURSE

R.0.R.C.-R.Y.S.

R.Lym.Y.C.-R.W.Y.C

R､O､R､C､-R,Y､S，

R・Lym.Y､C,-R､W,Y・C

NN

AFTERsrlL

olivetti

personalcomputer

－,PORTSMOUTH

／
WlND

DURATION:startl4:1018:14Finish

牛
ReceNo.2-CHANNELRACE

CHAMPAGNEMUMMQ
ADMIRAL'SCUP1987

RaceNo.2-CHANNELRACE

LYMINGTON

当堅旦

N

olivettipersonalcomputer
WINDCOURSE

坪｡薪

souTHAMPToNR.0.R.C.-R.Y.S.

!､|PPoRTsMouTHRLymYC.R.WYC

IsleofWight

EC2

且

NabTower

OwersLANBY

TheChannel

softwasoftwareby

AFTERsrl

DURATION:DayslHours4Minutes65
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RaceNo.3-TRIANGLE

R.0.R.C..R.Y.S.

R.Lym.Y.C.-R.W.Y.C
CHAMPAGNEMUMM
ADMIRAL'SCUP1987
RaceNo.3-TRIANGLE

LYMINGTONLYMlNGTON

CHRISTCHURCHCHRlSTCHURCH
TheSolentTheSolent

ChriStchurchBayChristchurchBay

YARMOUTH

-IsleofWight

F忘応冒琵y､

℃
N

へ －で
餌い 、

TheNeedles

TheChannel

softwareby
AFTERsrlolivettipersonalcomputer

WlNDCOURSE

斗割IⅢ
Length591n‘m、

RaceNoo4-TRIANGLE

DURATION:Startll:3016:03Finish

CHAMPAGNEMUMM

ADMIRAL'SCUP1987

RaceNo.4-TRIANGLE

R.0.R.C.-R.Y.S.

R.Lym.Y.C.-R.W.Y.C.

CH剛獅且職忘読示面 TheSolent
（
）

YARMOUTH

IsleofWight

F忘雨悪颪、
N

．。一豆
TheNeedise

TheChannel

softwareby

AFTERsrlolivettipersonalcomputer
WlND COURSE

DURATION:Startl3:5018:12FiniSh

非q川一

Length28､2,.m.
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一

第28
“

て

5－良
（
）

あらたまっていうのもおかしいが，適用されるレーテイングシステムのカテゴリーが

違ったからといって，艇の走り方までが変わるわけはないのだ。

たしかに，海外の桧舞台をのぞむIORのトップ・グループ．と比べて,CRクラスのフリー

トはクルーの技術の差に比例し，そこそこにリラックスしている傾向は否めない。でも，

それぞれの艇の周辺，前後左右にさしあたっての競争相手が林立する状況は,IORやCR

の区別にかかわりなくまったく同じである。それぞれの技価の差はともかく，シート1

cmの出し入れにこめる心意気は少しも変わりない，と思う。

そこで，クルーザーレーテイングクラスに参加して，とタイトルにうたっても，レース

そのものの報告に何も特別なトピックスが見当らない。はなはだしく困る。ただし，関東

支部のCR委員会に籍を置く身として，今回の大盛会に至ったまでの経過と，そして実

際のイベントに参加してあらたに考えられる今後の問題点を，ひとつの流れと捉えること

ができれば，どうにか体裁もでき，合わせていささかの義務も果せそうな気もしないでは

なく，以下，それを試みてみる。

(13）
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118艇中断然トップ。世界に冠たるくエクサドア〉は

もちろん，名艇の誇れ高いくゼロⅡ〉も，西宮の雄

<WILL>も，話題の新艇く青海波〉も，しばしの間

はスターンにのぞみ，結局のところ，これらの畏れ多

い艇の他に2艇を加えただけにしか抜かれずに，フイ

ニッシュしてしまったのだ。

この日までは孤高のクルージング派だったオーナー

も，おそらく予想外の成績で大いに喜ばれたとは思う

けれども，チークデッキの艇にお仕着せの白無垢の

セールを掲げ，これでもってギンギンのスーパーレー

サーに喰らい付き，あわよくばといういささかクラー

イ趣向は，この世界にどっぷりとはまり，散々な辛酸

をなめないと,本物の快楽には至らない｡この点,〈ル・

シール〉に集った面々は，海外雄飛を続けるく摩利支

天〉の，国内残留というよりはっきりいえば落ちこぼ

れクルーであって，ネクラのセンスにかけては他にひ

けをとらない。素直でないレースの楽しみ方には自信

がある。

だからこのレースではオーナーをほったらかしにし

てクルーの方がはしゃいでしまい，フィニッシュ後，

これで終わりじゃもったいない，次へゆこう，次もゆ

ける，次は烏羽だ，とたちまち衆議一決してしまった

のだった。そして艇には付属の数点セットのセールの

他に，せめてスピンとライトゼノアが欲しいと，オー

ナーを巻き込み，もちろんCR計測も正式に申し込

んで，クルーにとっては久しぶりの，〈ル・シール〉

には初めての鳥羽パールレース参加が本決まりとなっ

たのだった。

待望のスピンが届きシート類も揃ったのは，レース

も間近で練習は丸一日間だけ。それでもわれわれの特

技であるぶっつけ本番ではなく，〈ル・シール〉とし

ても初体験のスピンランがテストできたのだから幸

せ。数回の上げ下ろし，数回のジャイブを試み，これ

で用意万端ととのったことにした。

台風第7号の接近をみて最悪の場合はレース中止も

と気を病んだが，スタート前後に南岸沖にそれてひと

安心。いよいよ当日。スタートは依然好調。正確には

断トツとはいえないものの，数艇ダンゴのトップグ

ループの中に位置を占めた。とはいっても，ラムライ

ンはポートタックの追手であって，時間を読みライン

に突入したところへ，案の上スターボースターボーと

叫ぶ艇群が現われ大混乱。必死に逃げたが周囲に十分

なミズがあるわけがなく，ついにスターボー艇のひと

つをタックさせて，たまたま救われた結果である。抗

議が出されたらどうなったか，セールナンバー3699

<NOVA>,ゴメンナサイ。

スタート後30分ほどで参加艇群は,AコースBコー

スのフリートに大別される。沖に向かうIORクラス

の艇群に，遠回り御苦労さまですと手を振って別れを

告げる。伝統のコースをのぞむわがフリートのトップ

は,やはりくゼーアドラーV>･二番手争いがきびしく，

レース事前

NORCの現状打開を計るためにも，レースをより

身近に感じられるレーテイングシステムを，との声に

応じ，技術委員会からの答申案が出されたのが一昨年

の後半。そして理事会の承認を経て昨年初春に関東支

部特別委員会が発足した。

なかなか腰は上がらないけれども，いったん上がっ

たとなると今度はがむしゃらにというのは，なにも

NORCだけの専売特許ではなく，大方の日本人の傾

向らしいが,初顔合せの委員会を待っていたのは,数ヵ

月後に迫ったシーズンオーフ°ンのレースから，あらた

なレーティングクラスを施行せよとの無理難題に近い

至上命令だった｡でも一瞬はあっけにとられたものの，

そこは純粋な日本人でしかもNORCの模範的な会員

でもあるわれわれは，すぐさま立ち直り，がむしゃら

につっ走り出したのである。

以後，技術委員会の渡辺修治委員長や沢地繁委員な

どの指導と協力を得て，東に西に，そもそもの趣旨は

もちろんのこと，あらたなシステムの解説と実際の計

測方法を説くために飛び回り，同時に，保険のおばさ

んの勧誘と等しく，新任の各委員が知る艇々をなかば

強迫し,CRを取得させたりして，その結果,5月17

日の初島レースにCRクラスを設けるのにどうやら

成功したのだった。

その後も，三浦半島周辺のマリーナなどを歴訪，

NORCに直接は関係のないクラブレースの主催サイ

ドにも,CRの採用を頼んだりの努力を続け，日々

CRのアピールに精進した。一年は慌ただしく過ぎた。

やりたいことではなく，やらなくてはいけないことが，

まだ沢山残っている｡でも,第一段階の普及のバロメー

ターとみなしていた，鳥羽パールレースのエントリー

状況に，ひとつの成果ははっきりと現われた。昨年は

CRクラスは26艇，それが今年は倍増に迫まる勢いで

41艇も数えたのだ。

裏方を一年余り務めて，ここらで表から眺めるのも

また必要と，理屈をこれ参加した次第。

へ

。≧

レース本番

さて，クルーで乗せていただいた艇は，艇名くル・

シール>・種別はシレナ38といわれるフィンランド製

の量産艇である。格調高いチークデッキ，インテリア

も木をふんだんに使った優雅な装いで，しかもスペー

スたっぷりのアフタキャビンも備えるという，純ク

ルージング仕様の艇だ。

6月の相模湾セゾンオープンレースのとき，ハー

バーをぶらぶらしていて，吹いているにしては人手が

足りないのではないかと，助っ人の押売りをして，こ

のときがくル・シール〉のオーナー足立さんとの初対

面。そしてこのレースのおかげで，その後の予定がだ

いぶ変わってしまったのである。というのも，スター

トを文句なしのジャストスタートを決め，エントリー

～
卜

(14)
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やがてそれらの航海燈は伊豆半島東岸の街灯りにま

ぎれ判らなくなったが，あとから思うと，大島アビー

ムの頃に，〈ル・シール〉はBコースフリートのトッ

プを切っていたようなのだ。夜が白み始めそそくさと

双眼鏡を持ち出し戦況の解認に努め，風下にく光〉を

発見，そしてほどなくポートサイドの朝霧の中から何

とくゼーアドラーV>が出現,<ル・シール〉のスター

ンをかすめていったのである。

だが手放しのよろこびもこのあたりまでで，ピー

ターソン最後の傑作といわれるくゼーアドラーV>は，

風の変わった微風の風上航に目をみはるスピードを見

せ付け，あれよあれよという間に先行してしまい，そ

れにくスウイング〉と同型艇のくデクブライトⅢ〉が

すばらしい追い込みを見せ，われわれとクロス，ここ

に及んで凪模様の中でおよそ5時間，四ツ巴えのデッ

トヒートが始ったのだ。これはコミッテイポート数百

米手前でもまだ勝負が付かない,激しいものとなった。

小綱代湾口の定置綱の横に，数十米の間隔で4艇は

まだダンゴ状なのだった。

だがわずかに先行していたく光〉が，やはり最初の

ブローを捉えダンゴを抜けてフィニッシュ。〈スウィ

ング〉の猛追拳を受け，一時はダンゴ集団の最下位に

落ちたくル・シール〉だったが，湾内に入ってからの

くスウィング〉のスターンをなめたシフトタックが見

事に成功。〈スウィング〉を文字通りの鼻の差の4秒

差で押えた。かわいそ､うだったのはくデクブライトⅢ〉

で，凪模様の数時間，終始四ツ巴えのトップにいたの

だが，小網代湾口の定置網へのアプローチがややふく

らみ，あとに続く艇に揃って内側を攻められ，しかも

あらたな風がようやく海面を掃いたときは，高さの

まったくない最悪の風下に位置してしまい，それまで

のリードを一挙に失ってしまった。

ともあれ，強風のスピンランも，戦略上の決断を迫

まられるときも，また一転してただひたすら忍耐を強

いられる時間もあって，そして何よりも，最後の最後

まで呼べば答える距離のライバルに恵まれて，今回の

鳥羽パールレースは,暑さを忘れるほどに楽しかった。

成績が，欲をいえば今ひとつで，でも，純クルージ

ング艇の初陣としては着順3番目，クラス2位，総合

4位というのは妥当か，もしかしたら出来過ぎかもし

れない。このあたりの判断を誤まると，即時に底無し

沼に直行してしまい，結論を得ない方が無難である。

なお，所要時間に10分のタイムペナルティを頂戴し

てしまって，幸いにも順位に影響なくほっとしたが，

後発のクルーの到着が遅れ，定刻までに会員証の必要

数が揃わなかったのを呰められたようで，内部事情を

承知しているにもかかわらず，粗末な次元でコミッ

ティを煩わし’スミマセン。

日没寸前まで競った，手前く光〉とくスウィング〉

ゴージャス極め付けのスワン39〈光〉か，もしくはわ

れわれくル・シール〉か，それとも一番岸寄りの位置

でオーバーラップ．している，クルーに西宮のトップ

セーラーを揃える，デヘラ38〈スイング〉か，大激戦

を展開した。このセカンドフィニッシュをめぐる闘い

は，フィニッシュラインを実際に切るまで，逆転また

逆転のシーソーゲームを演じて，それは9回の表に勝

越点を取られながらも，その裏2死後のサヨナラに等

しい見せ場も披露したほどだった。

〈ル・シール〉のう．ロパーコースは，遠州灘から相

模湾にかけての，最新の潮流情報と天気図を基に，前

夜のミーティングではっきりと定めておいた。すなわ

ち遠州灘は岸寄り，御前崎も寄せてかわす，反対に神

子元島は大外回り，その後は大島元町沖，大島をかわ

しあとはひたすら一直線という具合である。

夕方，風速は30kt前後を示し，艇はブローチング

気配を見せ，たった一枚しかない1.2オンスのスピン

だけに，大事をとって30分ほどスピンを下ろし，この

間に残念ながらく光〉とくスウィング〉に先行された。

でも日没頃もくゼーアドラーV>のスピンもはっきり

と視界内で，勝負はこれからの夜戦とかまえる。

伊豆半島波勝埼の灯台が見える頃，コースは定めた

ラインよりも内側で，思い切ってジャイブ，先行艇群

とはコースがはっきり違う，予定の神子元島はるか沖

を狙った。

各種の資料を蒐集し徴密な考えを重ねて，予定の

コースをつくりあげても，なかなかそのとおりには走

れない。実際の気象海象に対面してたじろかず，まし

てライバル艇の意外なふるまいにも決して惑わされな

い，というのは並大抵でない勇気がいる。場当たりの

選択の方がはるかに楽である。

このときのジャイブもひとつの決断だったが，その

かいあって沖出しは結果的に大正解。先行艇群の尾燈

はまたたくまに青燈に代わっていった。

もう6年も前か，鳥羽パールレースで初代く摩利支

天〉がデビュー。それをファーストホームで飾ったが，

このときもトップ°集団よりも早目の返しタックがズバ

リ当たって，一気に追い付き追い抜いた，あのときの

パターンとまったく同じなのを思い出し，ニヤリ。

へ

（
）

I

レース事後

実際にCRクラスへ参加して，スタート前とブイ
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わかに他艇のCR値が気になったのだ。あさましい

のだが，〈ル・シール〉のレーテイングがあと0.05小

さければ，順位がひとつ上がったと計算したほどであ

る。

この点，携わってしまったCRがらみの一切の，

並々ならない重みが，あらためてズシリと感じざるを

得ない，貴重な経験が得られた。今後の課題に十分に

反映してゆきたい。

最後に，注文なのだが，帆走指示書によると,IOR

クラスの賞は，パールカップ，連輪大臣杯，メールエ

スプリ賞，シーラ杯，神奈川県知事杯，鳥羽商船杯，

三重県知事杯，三重県議会議長杯，鳥羽市長杯，三浦

市長杯，バレリーナカップ°，秋田トロフィー，鳥羽市

観光協会長杯と，計'3のカップ，及びクラス別表彰の

銀杯おそらく計15個が数えられるが,CRクラスは，

カップひとつと3枚の楯だけである。

NORCの財政に関してこちらはまったく不勉強な

のだが，主催するレースからいささかの収益をあげ，

どうやら息を付いているのがまぎれのない実情らしい。

われわれサイドの委員会は，あらたな出発にあたっ

て,CRの計測料はもとよりそれに基づくレース

フィーの低廉化を強硬に主張した。将来はともかく，

当面CRの周辺は赤字セクションであるのを覚悟し

ている。だがこれは,NORC財政を陰に日向に支え

てきた昨日までのレース参加サイド，すなわちIOR

艇のオーナー及びクルーにとって，あらたな負担が増

えるに等しいのである。

今回の烏羽パールレースにしても,IORクラスは，

従来通り，クラス別のエントリーフィーの他に乗員参

加料が必要だが,CRクラスは一律¥10,000也で押え

ている。

だから，受益者負担の反意議語を何というのか知ら

ないが，少ないフィーしか納めない以上，せめて表彰

の内容をそれにスライドさせてバランスを計ったとし

か理解できないのだが,NORC内部のジレンマをこ

のような形でつくろっていて，もし近い将来,IOR

クラスとCRクラスのエントリー数が逆転したら，

どうするのか，内部の一員としてもすごく気になると

ころである。

以上，委員会の活動状況と，ルンルン気分の否めな

いレース報告と，ちょっぴりの反省と今後の問題提起

を含めて，一連のレポートを終わりたい。再度繰り返

すが,CRの定着と発展は明日のNORCの存亡に直

結していると思っている。シレナ38やデヘラ38のよう

なタイプの艇が，のびのびと遊べるような場を，

NORCは余りにも疎んじ続けてきた。その結果が現

状に他ならない。この認識を常に忘れずに今後の諸問

題にあたりたい。

なお最後になったが，〈ル・シール〉に乗せていた

だけなかったら,反省も問題提起もできなかった｡オー

ナーの足立さんにあらためて感謝したい。

ニッシュ後では，少し考えが変わった。

いうまでもなく,CRのコンセフ°卜はIORの現状

を反面教師に見立てて育った。計測は複雑ではない，

シンプルなシステムであること－，レーティングの

取得に関する経費はできるだけ廉価に－，システム

を意識した設計が生れないようなシステムー，新艇

が必ずしも有利ではなく，船齢を重ねた艇でも十分に

闘えるシステムー，欲をいえば設計の意図が異なる

艇でも，お互いに納得が可能なレーテイングを与えら

れるシステムー,etc,というニーズからである。

もちろん現行のCRが，これらの注文をすべて満

足させてるとは思っていない。あらゆる種類のセーリ

ングポートの，オーナーとクルーが満足するような究

極のハンデキャップシステムなど，存在するわけがな

く，ただし，試行錯誤の果てに少しでもそれに近付く

ことは可能で，現行のシステムは，そのひとつの試み，

と考えた方が間違いが少ない。ともかくIORでは処

理が不能な,IORが故の弊害が生じたのなら,IOR

とは異なるアプローチでという機運がたまたま実った

のが，現行のシステムだと思う。

そこで,CRの趣旨は，停滞を続けるNORCの殻

をぶち破る起爆剤に，いいかえればNORCの明日を

支える中枢になって然るべきと，当方は当方なりに前

文で述べたようにつっ走ったのだ。

だけれども，レースを終えてみると，この過程に個

人的な勇み足があったような気がしないでもないの

だ。

場合によってはダブル計測も要求されるほどに精徴

になってしまった,IORへの反動からか，それとも

普及を急ぐ余りの結果的な片手落ちになったのか，ど

うもCRの精度に関してのこだわりが，今ひとつ欠

けていたきらいを覚えるのである。

冒頭のリードで述べたように，ハンデキャップシス

テムの如何を問わず，レースともなれば人の意気込み

は同じレベルになる。だいたいが同じに燃えなくては

楽しくならない。まして今回のように24時間後の差が

4秒ともなると，気持ちはがぜん高揚して，そしてメ

ジャーイベントに参加する一流レーサーに等しく，に

桑

一

一
》
垂
寺

凸＝－嘩妙ぞ.

－寧一.豊蕊…-胤種"，謹驚で＝撫冤ｰ蓄響蕊鐸

明け方，〈ル・シール〉のスターンを通ったくゼーアドラーV>
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んに怒られながら，23時までクルザーレーテイングの

算出に努力していただけました。

〈コンテッサ〉の今岡さんからは，裕次郎さんゆか

りの会社からビール，お酒，コーヒー，ウーロン茶等

合わせて5,000缶の飲物が提供されるとの連絡が入り

ました。御寄付いただいたビールだけでは，賑やかな

事がお好きだった裕次郎さんの追悼パーティがアル

コール切れで湿っぽくなってはいけないと思い，新た

に1,900本用意しました。その他各社から賞品の提供

等のお話が2，3ありましたが,追悼レースの性格上，

お気持だけありがたくいただき，賞は三枝子夫人提供

の裕次郎カップの1位のみと決定されました。報道関

係が予想をはるかに超える100人に達して大幅な予算

超過という，厳しい現実に直面し，清水専務理事に相

談申しあげた所，特別会計なので予算は無いので，と

りあえず関東の特別会員に御寄付を募り，それでもた

りない時は渭水専務が御負担いただけるという力強い

お言葉を頂戴いたし，安心して準備に掛かることが出

来ました。基金募集のl手段として，テレフォンカー

ドを1000枚くコンテッサ〉の写真入りで発注しました。

このテレフォンカードは当日完売いたしました。御協

力有難うございました。

何処で調べるのか，一般の方が,NORCに電話を

かけてきて裕次郎さんの追悼パーティに参加したいが

どうすればよいかとの問合わせが多くありましたが，

我々NORCの仲間だけの集りとの説明をして，丁重

に御断わり申し上げました。

私個人としては裕次郎さんへの御礼と哀悼の意を及

ばずながらこの追悼レースのlスタッフとして，尽す

事が願いでした。裕次郎さんと御一緒に帆走された

NORCの創設者の方々が中心になって運営していた

だき，現在充分NORCのレースその他を満喫させて

いただいている，我々新NORCのメンバーで縁の下

の力持ちの役目をやらせていただければと思い，関東

支部帆走委員長であられるく織姫〉の古川さんに御相

談申しあげた所,大変気持よく快諾していただき，〈織

姫〉とく青海波〉それに私達のくハーフタイム〉のメ

ンバーが駐車場係，会場準備，整備後方づけを受持

ち，海上ではレース委員長として福吉信夫さん，〈サ

ンバード〉の鷺尾さんを中心とするクルーの方々が本

部船を運営され，その他ここに列記しきれない程の多

くの方々が，骨身を惜しまず御協力していただけまし

た。

当初心配した費用も，多勢の方の心温まる御寄付と

7月17日石原裕次郎さんがお亡くなりになりまし

た。石原裕次郎さんは，数々の海外及び国内レースに

参加されました。国内ではくサンバード〉でコースレ

コードを作った鳥羽レースの事は昨日の事のように思

われます。78年のクォータートンワールドの運営協力

j<'SSCRの裕次郎カップの提供等と我々新NORCの

メンバーとしても直接お話をさせていただいた事はな

いにしても，充分お世話になっていました。にもかか

わらず一言も御礼も言わせていただかない内に亡くな

られてしまい，せめてものヨット葬には御手伝いさせ

ていただきたいと思いました。そこで私達が日頃手慣

れているレースを兼ねたヨット葬が出来ないものかと

清水専務理事に御相談した所，密葬の会場でもその話

は出ていたとの事で，準備に掛かるお許しをいただき

ました。

主旨としてNORCの会員が誰でも気軽に参加出来

る事が第一条件で有ると思い，追悼レースフィも無料

にという案もありました。しかし整理の都合上1,000

円とし追悼パーティも極力安くしたいと㈱シーボニア

と折衝に入りましたが，これがまた大変でした。

シーポニア側としてはNORCの集団には会場を貸

したくない。なぜなら先日の鳥羽レースの時もフィ

ニッシュしてシーボニアの岸壁に接岸した艇の人が垣

根を乗り越えてう°－ルに入ろうとして垣根を壊した。

パーティの時にはいつもプールに人を落としている

が，もし死んだらシーポニアのイメージが壊れるから

あのような野蛮な集団には貸したくない，等今迄の

我々の悪行の数々を並べたてられましたが，善処する

との前提の上で交渉に入り1人2,500円450人の料理と

決める事ができました。

そうこうする内，我が優秀なる広報委員会の活躍で

たちまち報道関係の取材申し込みが30社100人を超え

はじめ，嬉しい誤算でしたが，その処理に当惑しまし

た｡費用もさりながら夏の書き入れ時の事とて,チャー

ターしようにも漁船も無いという事，困りはてていた

ところ，ヤナセ，ヤマハ，ジャパンゲームフィッシュ

協会の方々がモーターボートをボランティアで出して

下さるとの事を広報の浅野さんから聞いた時は大変嬉

しく，おもわず手を合わせました。今後も是を御縁に
モーターボートの方々とも同じ海の仲間としてお付き

合い出来たら嬉しいではありませんか。

エントリー数は130を超えレーティングはクルザー

レーティングを採用する事になりクルーザーレーティ

ング委員会の別府さんが1週間毎日船舶ビルの守衛さ

一

（
）
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御好意のお蔭で，清水専務理事の銀行定期を解約する

事もなく多少残りました。残金はこのメモリアルレー

スを毎年定例化の機運が高まっていますので，正式に

決まるまで，事務局で御預かりするようにさせて頂き

ました。実行委員会として，参加頂いた皆さんに厚く

御礼申しあげます。

メモリアルレースと追悼パーティが翌日のテレビ，

新聞には大きく報道され，改めて石原裕次郎さんの偉

大さを感じました。いつの日かNORCのレースがい

つもこのように大きく報道される日が，真近に来るの

ではないかと錯覚したのはいけない事だったでしょう

…，

韻＝

群無”~

蕊
蝉

‘γ

爾陦"麓琴

蕊

#

厩鷺．域滝路解

熱¥認

＃麺

鳴鞠

かo

メモリアルレースでは，千葉さんのく海太朗〉が新

艇の第一戦で優勝され，裕次郎カップを獲得し，幸先

の良い事でした。

レース終了後のパーティの無いレースは，ワサビの

無い握り寿司のようなものですから，今回のような気

を使わなくても出来る,NORC自前のクラブハウス

の早期実現を期待し，会長をはじめとする理事の方々

及び会員の方々の御理解，御協力を仰げたらと思いま

す。

男の価値は棺の蓋を閉じた時に解かるといいます。

青山葬儀場での本葬にいらした何万という一般の

人々，8月30日の追悼式に集まった200艇のヨットの

人々，空前絶後の事だと思います。真に素晴らしい人

生を過された石原裕次郎さんが,NORCのメンバー

であられた事に大いなる誇りと喜びを感じておりま

す。

裕次郎さん安らかにお眠り下さい。

･難

石原裕次郎メモリアルレース・追悼会ご参加の御礼と収支報告

レース・追悼会には高知より遠来のくパルマックス〉

と多数の支部と森繁久弥さんをはじめとする多くの会

員．ご家族の皆さんにご参加をいただき誠に有難うご

ざいました。レース参加艇数は鳥羽レース並みで，風

は微風でしたが大成功でした。海上追悼式は一部報道

されて居りますが，200余艇が集まった光景は一時は

どうなるかと心配いたしましたが，一艇々々連なって

くコンテッサ〉のマストに菊の花で飾った遺影と，そ

の前に石原会長以下くコンテッサ〉のクルーが整列し

ている舷側を，各艇今までの御世話になった御礼と

ご冥福を願って通過して行くところは素晴らしいもの

でした｡この有様は追悼会に於て石原会長のご挨拶に

もありましたが，裕次郎さんもどこぞよりご覧になっ

て，さぞかしご満足されたことと思って居ります。当

(18)

日ご参加の皆様やご協力いただいた多数のご協力者，

ご都合がつかず，ご寄付で参加された方々，実行委員

の皆様に厚く御礼申し上げます。また下記の通り収支

報告をさせていただきます。

収入3,687,500円

（エントリーフイ182艇，石原裕次郎をしのぶ会

38名，パーティ会費，テレフオンカード売上）

支出2,775,045円

（レース運営費パーティ費印刷費，その他）

収支差額912,455円

尚収支差額については次回開催が決定されるまで，本

部事務局に今回の銀行口座にて保管させていただきま

す。

実行委員長清水栄太郎

令
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No．
修正
時間

到着
順位
総合
順位

CL 艇 名 到蒲時間 所要時間オーナー TYPE R,、 T・A

海太郎

FORTY

BLUENOTE

スリーノ、一
一

屯 王

ノぐルマ･ソクスⅡI

CONTESSAⅧ

'|'真記郎

SUPERSUNBIRD

率．風Vヨ

SEALION

ZERO

B・J5

BASIC

青海波

JUNEBRIDEIII

丘洋ug

BOY

ラビアンローズ

DONKEY.GALE

鉦双

マウピティ

TRACER

MAYBE

スーノぐ－．フィービー

亜lMi酔人

TFTLANI

TONNEAU

HIPPO

アフロディータ

PEGASUS

シルフィード

MINX

SUNNBLUME

KAYSEVEN

テティス

卿l路III

MATTENROW

コルバッチ

エクサドア

ヴァレ､ソトオフ､ロシナ

ケロニア

BICBANG

かまくらII

インティペンテ・ンス

KEI

COUNTRY－BUNV

OIDON

ハームタイム

HOLIDAY

黒潮13

光風

AURORA

ポインシアナ11

絵宙人

ロシナンテ

ペルマリーャ

CROSSWIND

桃李111（トーリ）

GOODONE

稲龍

波勝

スプラッンュ

ビ､ソクﾞア.ソプル

PLUMAGE

フィンマルショ
ダー ガV

Starboardjr･

イシス

SALMON3

MAX

ジタンIII

アルカンシェルII

LIPPLE

カムシン

ZEROII

千葉育夫

塁沢寛

九十井進

武部喜一

陳英雄

大川勲

打原慎太郎

蝶野春太郎

山崎達光

斉藤昌郎

西田雌太郎

洲t村重孝

猪狩光滴

小板橋博行

滴1111‘‘リ

鈴木礼三

長島定則

山田降

沢野裕沽

内藤恒夫

山崎芳夫

岩田禎夫

三宅智久

吉成康之

二宮宏光

能秀夫

田中雑大

道幸久司

殿井宏忠
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２
３
１
２
１
５
４
３
２
２
２
４
１
２
５
５
４
４
５
３
４
２
２

５
１
１
１
０
８
２
７
４
５
６
８
７
０
９
７
８
６
０
７
６
９
０
０
１
９
３
３
４
５
９
３
５
４
６
１
１
９
７
０
９
６
９
９
９
８
０
６
６
４
７
５
２
３
３
０
３
１
７
５
２
６
５
１
４
５
５
４
７
５
９
０
０
９
５
２

３
４
４
４
５
３
４
４
４
４
４
３
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
１
５
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
２
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３

８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８

５
２
４
０
７
４
０
６
５
５
０
７
０
８
４
４
０
６
３
８
７
４
５
０
５
６
０
８
９
７
６
８
８
４
９
８
４
０
１
１
７
７
０
３
０
１
７
４
１
０
４
８
６
９
０
６
０
０
７
８
４
４
３
０
７
６
０
４
０
６
７
７
４
６
３
７

３
２
４
３
２
２
１
５
５
３
１
３
３
５
２
１
４
４
４
１
５
５
５
３
２
５
４
１
１
４
２
１
１
５
１
２
２
１
４
２
５
１
２
１
５
４
３
２
２
２
４
１
２
５
５
４
４
５
３
４
２
２

５
１
１
１
０
８
２
７
４
５
６
８
７
０
９
７
８
６
０
７
６
９
０
０
１
９
３
３
４
５
９
３
５
４
６
１
１
９
７
０
９
６
９
９
９
８
０
６
６
４
７
５
２
３
３
０
３
１
７
５
２
６
５
１
４
５
５
４
７
５
９
０
０
９
５
２

３
４
４
４
５
３
４
４
４
４
４
３
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
１
５
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
２
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
１
２
２
１
２
２
２
２
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
鍔
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

５
８
６
０
７
４
０
６
５
５
０
７
０
８
４
４
０
６
３
８
７
４
５
０
５
６
０
８
９
７
６
８
８
４
９
８
４
０
１
１
７
７
０
３
０
１
７
４
１
０
４
８
６
９
０
６
０
０
７
８
４
４
３
０
７
６
０
４
０
６
７
７
４

４
４
１
８
４
５
７
８
９
６
０
０
１
１
６
４
５
８
９
９
３
４
４
７
０
１
６
１
１
２
６
７
０
１
７
９
４
９
９
１
１
２
３
３
４
８
９
２
３
４
４
５
０
１
２
６
１
４
５
５
８
９
０
１
３
８
６
８
０
０
４
４
５

３
－
－
１
１
１
１
１
２
３
３
４
４
４
５
５
５
５
５
６
６
６
６
７
７
７
８
８
８
８
８
９
９
９
９
０
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
６
６
７
７
７
７
７

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
４
５
６
４
２
７
１
８
９
０
３
２
６
３
９
１
８
５
０
７
２
８
７
２
９
５
６
８
０
７
４
１
７
６
１
０
３
５
５
３
３
４
８
０
２
１
２
４
１
６
９
３
５
８
９
７
９
０
４
４
８
３
３
０
７
６
４
１
５
５
８
６
４
２
２

１
１
２
１
１
２
１
１
２
１
２
２
２
３
４
３
３
３
４
４
３
４
３
１
３
３
２
４
２
７
４
２
４
５
７
５
４
４
６
４
３
５
５
５
２
５
７
７
６
５
６
６
３
６
６
６
８
７
６
７
７
７
７
６
５

１

１

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｖ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅵ

へ

三宅智久

吉成康之

二宮宏光

能秀夫

田中雑大

道幸久司

殿井宏忠

′i‘!:野道

北村勝彦

浦谷和行

遠山芳棚

戸田宏

栗林定友

山崎利沽

池田晴秋

千早康洋

加藤忠男

′j､林正禾I］

ンテ大口真司

大谷正彦

名保勇摘

青山‘|宜昌

平松栄一

保苅除

楠本育平

篠田弘摘

削l河滴

Ⅳ
Ⅵ
Ⅳ
Ｖ
Ｖ
Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅵ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅳ
Ⅵ
Ⅵ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ

朝河iI1j

馬目徳雄

大浜白利

永田守

船越康男

山田幸夫

Ii1｣井暇

大口真司

束原洋一郎

柵烏敏郎

佐々木研一

高僑徹生

早稲田大学

高野敏男

畔上光生

松田栄夫

井上修一

渡辺｛'''一

,f:f沢英夫

村趣一夫

北中壮彦

横沢真則

不『関功

禍田祐一郎

硲俊弘

郡村重孝

（
）

Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ｉ
Ⅲ
Ｖ
Ⅳ
Ⅵ
Ｖ

Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ ０

０
６
３
６
４
７
８
１
１

1887．011
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|所蕊幟側|齢|鮪|鱸
到瑞
順位

Ｅ
１
Ｉ
Ｉ
を
寺
１
Ⅱ

SAIL

No．
所要時間到精時間艇 名 |TYPE

Rm TAオーナーCL

ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｐ
０
０
０
ｐ
ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

埋
恥
皿
蠅
蠅
班
叫
咄
肥
岬
唖
哩
血
麹
如
皿
班
班
廼
蠅
蝿
邪
”
恥
卸
卵
卵
叩
叩
血
叩
卵
酬
、
皿
卵
、
酬
卵
叩
酬
卵
卵
酬
酬
卵
酬
皿
皿
卵
皿
卵
酬
酬
酬
卵
四
皿
皿
卵
叩
叩
叩
卵
卵
卵

１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

５
３
７
８
２
９
９
５
６
０
０
６
２
１
７
９
６
８
１
９
０
１
３
７
４

９
８
７
８
９
５
８
８
９
８
９
５
８
８
８
６
８
９
９
９
０
０
９
９
９

１
１

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
１
１

４
６
１
５
６
６
４
８
９
７
８
２
１
４
７
１
８
９
３
６
９
８
７
９
０

４
１
２
２
４
５
４
４
５
５
２
２
１
２
５
３
３
２
４
４
５
１
３

４
３
０
５
０
３
５
４
４
２
７
３
３
３
５
６
４
６
０
７
８
２
１
６
４

３
２
２
２
３
１
２
２
３
２
２
１
２
２
２
１
２
３
３
３
３
４
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

iItj水兇

今雅信抽

中村文彦

別部尚ji」

騨納偏勝

並木茂士

f,附田｜唯夫

池111武郎

'1,,1;尚服

．F田克巳

熊沢畔寛

1際本達雄

日本郵船

竹川節男

1'1村正三郎

{：平忠司郎

イ】.川幸久

猯俣束三

森村淡二

岡田伸治

岡田敏久

松戸和雄

神村道彦

松田悠八

岡安幸子

今I湖又彦

山口徳行

北村宗アキ

柵旧義一

砂田儒一

ﾉ1,田良司

-11,-川保夫

浜''1茂

恥内滋彦

山田束苫

施誠之肋

人儀見鯨：

篠原饗

足立尚史

尉藤滴降

ⅡIL」しげる

吉田‘醍

西111正洋

三浦

安藤嫉幸

桜田除

ィ,~111’梓

米原守

高価格夫

熊谷洋

９
７
８
６
８
４
０
２
２
８
１
６
３
３
０
７
８
８
１
４
８
８
６
０
８
２
４
４
１
１
８
１
０
８
９
９
４
４
２
２
８
８
４
７
５
３
２
６
１
８
８
８
７
７
７
５
５
２
２
０
０
０
０
７
１
０

３
６
４
７
０
０
７
６
２
４
７
８
４
３
４
８
３
０
７
０
０
１
４
７
５
１
４
４
４
１
０
０
０
９
８
３
３
３
２
２
０
０
０
９
８
８
８
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
５
５

７
６
６
６
７
６
６
６
７
６
６
５
６
６
６
５
６
７
６
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
５
５
７
７
７
７
７
７
７
７
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６

４
６
１
５
６
６
４
８
９
７
８
２
１
４
７
１
８
９
３
６
９
８
７
９
０

４
１
２
２
４
５
４
４
５
５
２
２
１
２
５
３
３
２
４
４
５
１
３

４
３
０
５
０
３
５
４
４
２
７
３
３
３
５
６
４
６
０
７
８
２
１
６
４

３
２
２
２
３
１
２
２
３
２
２
１
２
２
２
１
２
３
３
３
３
４
３
３
３

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

３
３
３
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NIPPONCIﾉP
〆～＝

ZIVTERM4TYOM4LZ4CHTMAT℃HRACE
‐臭=で一毛~＜

三洋証券がニッポンカップの冠スポンサーに

多一一一一 ~、ヘノデノ/

三洋証券㈱がこのほどニッポンカップのタイトルスポ

ンサー（特別協賛）に決まりました。これによって大

会名は今後：三洋証券・ニッボンカップ国際ヨット

マッチレース

英語では:NIPPONCUPInternationalYachtmatch

racebySANYOSECURITIES

となります。

これにあたって三洋証券の土屋陽一社長は次のような

ごあいさつを寄せられました。

海外招待選手が確定しました

三洋証券・ニッポンカッフ°は8チームで競いますが，

この内海外から招待するスキッパー6人が以下の通り

確定しました。(ABC順）

●クリス・ディクソン(ChrisDICKSON)

ニュージーランド

87年A杯（アメリカズカップ）で大活躍したくニュー

ジーランド〉のスキッパー。弱冠25歳のニュージーラ

ンドヨット界の希望の星。82，85年シチズンカップ

（ニュージーランド）を制す。今年はコングレショナ

ルカップ（米）2位，バミューダカップ優勝など。

●ピーター・ギルモア(PeterGILMOUR)

オーストラリア

豪のA杯防衛艇くクッカバラⅢ〉のスターティングヘ

ルムスマン。艇長のマレーを良く補佐し，特に持ち前

の強気が買われて，スタートの際の舵を任された。次

回A杯レースでは，マレーがマネジャー役となり，ギ

ルモアがくクッカバラ〉のスキッパーを務めると言わ

れ，積極的に世界のマッチレースに参加している。

●ピーター・アイスラー(PeterlSLER)アメリカ

87年にA杯を奪回したくスターズ＆ストライプ°ス〉の

ナビゲーター。最近マッチレースでも頭角を現し，86

年シチズンカッフ．，レミントンカップ（英)，バミュー

ダカップに優勝。ソウルで金メダル確実とも言われる

JJIsler選手の夫君。ニッポンカップにはJ.Jも同

行の予定。

●ゲーリー・ジョブソン(GaryJOBSON)アメリカ

A杯に長く関わり，77，80年をくカレイジヤス>，83

年はくディフェンダー>，更に87年も途中までくハー

トオブアメリカ〉チームに参加。A杯とマッチレース

の経験でこの人の右に出る者はないとも言われる。最

近では85,86年にリバテイカップ（米）で優勝してい

る。

●工デイ・ワーデンーオーエン(EddieWARDEN-

OWEN)イギリス

87年A杯ではくホワイトクルセイダー〉のナビゲー

ター。87年コングレショナルカップ優勝。IORレー

スでも85年のアドミラルズカップをくフェニックス〉

で制した他，86年の3/4トンワールド優勝。

aL

特別協賛ごあいさつ

三洋証券株式会社

代表取締役社長土屋陽一

アメリカズカップをはじめ，世界のビッグヨッ

トレースに出場している第一線スキッパー(艇長）

とそのクルーを招き，日本で初めての大型艇によ

る国際ヨットマッチレースを開催することは，

ヨットファンだけでなく，全てのスポーツファン

が待ち望んでいたことです。そんな夢が三洋証

券・ニッポンカップ国際ヨットマッチレースでい

よいよ実現します。

私ども三洋証券では，従来から，各種スポーツ

イベントを通じて，皆様に楽しんでいただくこと

が，弊社が皆様に提供できるサービスの一つだと

考えてまいりました。ニッポンカップにつきまし

ても，そのような願いを込めまして，特別協賛さ

せていただくことにいたしました。

この日本で，’88ワールドカップマッチレース

セーリングシリーズの第3戦として承認された三

洋証券ニッポンカップが皆様の胸に熱い感動を呼

びおこし，その感動が，スポーツの一層の振興を

促す種子となりますならば，これに勝るよろこび

はありません。

三洋証券ニッポンカッフ。が，これから更に充実

し，日本のヨット界の発展にお役に立てるよう私

共も努力を重ねてまいる所存でごさいます。

今後とも皆様の絶大なるご支援ご協力を賜り

たく，何卒；宜しくお願い申しあげます。

（
）
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第5回家島レース(B) 昭和62年8月1日レース名

コミッティボート Lおかぜ参加艇数 19

’
所要時間 T､C,FC，T艇 塙修正藩順

『､853166437252サーテイー1 4

32763 0．7543684７ くンﾉくン2

冊立口

生
口
支

報
岫

ス
」
《ｅｓ（

一
詮
塞
霊
塞
一

ｅ
ｓ
ｓ
《

し
蕊
琴
蕊

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
の

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
の

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
の

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
の

ｓ
ｓ
ｓ
ｓ
《

ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
つ

0．6528418竹賜 437213 1

32855 0．7543807マナン’84

0．7533363リトルレーサー 4448495

448641函 45761 0．85~ﾌ､ルーサンシャイン6 17

31628 0．7045184７ 3 フ・メール

0．80パンドラ 45407 36325138

32048 0．7045784ルナ111９ ５

第5回家島レース(A)レース名 昭和62年8月1日 45976 39079 0．8510 16 カノーブス

3230046144 0．70ミルキーウェイ11 6コミ､ｿティボート しおかぜ参加艇数 ７

ライブ 30826 0．654742512 21．00サキ 32127 321271
へ

35695 0．75カザグルマ 47594
Tn

lj 1230339 0．90－7丁イク→，一6／へ 337102 1

48963 36722 0．75エスプリ14 150．90R・ローズ 34617 31155３ 2

0．7034501－1ギ・ケ
ー、／ 4928815 10ノ､一回，､

/1－／ノレツンョ 34764 3128710．9034

0．70アルキミスト 52170 3651916 140．9034774 312965 4 ﾉミンベミール

アルバトロス 54259 35268 0．6517 l］タカトラ 0．8543074 366126 6

RET 0．85シカサン20
セイザン 46494 39519 0．857 ７

RET 0．60アリケーター20

スタート閉 22.00,00”

スタート閉 22.00'00

レース終了％ 10.54'54

ﾚｰｽ終了％ 13･04'19

メルボルン一大阪夕ﾌﾝ〃|ンｽﾞ

"‘…"一…鯉'よ歌輸室えにく波切大王〉のファーストフイニッシュ前後は，未

會有のスケールで新聞，テレビを賑わした。そしてそ

れが一段落して，今度はニュースの枠を越えたドキュ

メントの装いでもって新たに登場した。全国紙毎日新

一

間の夕刊一面に，8月24日から連載が

始まった。題してく勇気に風を〉がそ

れである。

ﾏｽｺﾐがヨットﾚｰｽのコンセプ

トを間違いなく認め，そこに生まれる

ヒューマン・ドキュメントをこれほど

までに評価したのは，おそらく初めて

のことと思う。

連載の規模は3ヵ月以上といわれ

て，現在，きめこまやかなレポートが

始まったばかりである。ぜひ一読を。

釧
日
夕
刊
か
ら
ス
タ
ー
ト

そ
の
侭
勝
者
、
大
催
兄
賊
唾
の
似
い
は
も
と
よ
り
、
附
随
率
の

卿
江
孤
一
氏
、
タ
ク
シ
ー
述
帖
手
の
多
田
雌
幸
氏
、
そ
し
て
、
夫

姉
、
兄
弟
、
師
弟
、
女
性
同
士
な
ど
レ
ー
ス
参
加
ク
ル
ー
そ
れ
ぞ

れ
に
池
に
か
け
た
夢
と
ロ
マ
ン
は
１
１
．

同
前
の
生
き
方
で
、
特
皿
社
会
を
突
き
披
け
た
制
叫
人
刑
た
ち

と
一
締
に
、
も
う
一
哩
、
太
平
洋
を
渡
っ
て
み
よ
う
。

×
×
×

夕
刊
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
「
詞
錘
に
皿
を
」
を
二

十
四
日
（
月
）
か
ら
辿
砿
し
ま
す
。
執
乖
担
当
は
大
蝿
幸
夫
綱
姫

委
皿
で
す
。

澗
性
の
時
代
、
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
に
、
こ
こ
ろ
新
た
な

人
生
の
旅
立
ち
。
ち
ょ
っ
と
し
た

列
気
が
あ
れ
ば
、
と
き
め
き
の
時

も
見
え
て
く
る
。

今
春
、
大
阪
市
が
企
Ⅷ
し
、
日

本
外
洋
帆
延
協
会
が
韮
他
し
て
世

界
初
の
太
平
洋
縦
断
「
ヤ
マ
ハ
大

阪
カ
ッ
プ
・
メ
ル
ボ
ル
ン
Ｉ
大
阪

ダ
プ
ル
ハ
ン
ド
（
二
人
乗
り
）
ヨ

ッ
ト
レ
ー
ス
」
が
行
わ
れ
た
。
参

加
七
力
阿
六
十
四
艇
。
亜
っ
先
に

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
た
の
は
五
十
七

蝿
と
五
十
五
鯉
の
日
米
熟
年
コ
ン

ビ
だ
っ
た
。

毎日新聞夕刊（8月21日付）から転載
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再開(第）RUAUAWAURU瓜Mn'八丈島レース17回QWﾊv瓜UAUnU風ﾛ‘
QUAwGRwnwAwRwAUAwAUAUAUAwnwRUAUAUAwAUAwAwRwAwAUAwAwAUAwAUAUAwj本部帆走委員会

しばらくお休みしておりました八丈島レースを下記

により再開することになりました。奮って御参加下さ
1，

V’o

記

1．コース

小網代→八丈島（反時計）→小網代（290浬）

2．参加資格

IOR/JORクラスI～V,ORC-2,NORC-A,八

丈島レース特別規定無線機(SSB2MHz～）…推

奨備品

3．スタート

10月31日出10:00

(OFFSHORE1及び3月号の訂正）

4．申込み締切

10月23B(金)17:00NORC

5．出艇申告及び艇長会議

10月31B(i)07:30

(OFFSHOREl及び3号の訂正）

シーポニアキャブﾃﾝスﾙｰﾑ

6．賞

関谷杯，山口杯，シレナ杯,サンバード・トロフィー口里

－詳細はNORC事務局迄問合せ下さい－

2Zs＃α"〃〃YAMAHACUP

MBS肋刎吻Reggzz/"
鹿島郁夫（

）

ム。一説には，そのPAを最大ボリュームにすると，

対岸の淡路島まで聞こえるというものすごさである。

夏の海の夜空を焦がす鋭いレーザービーム。音と光の

交錯する中で，レベッカは，2万人の若人を，熱く燃

え上がらせたのである。

25日には，海水浴場で真夏の雪祭りが行なわれた。

じりじりと焼けつく太陽の中で，白く透明に輝きなが

ら冷たく降りそそぐ雪に，淡輪の真夏の名物レパート

リーが，また一つ増えそうである。

また，海の魚のつかみ取り大会も好評であった。海

水浴場に張りめぐらされた網に,海の魚が放なされた。

水しぶきと，歓声を上げて，イルカになった少年達は，

豊饒な海の世界の喜びをつかみ取りしていた。

そして,DO./マリンスポーツも行なわれた。普段

はあまり親しむ事のない,海のスポーツ◎デンギーヨッ

ト，マリンジェット，などの人間ガイドと試乗会であ

大阪マリンフェスティバル'87が7月24日，25日，

26日，の3日間淡輪で行なわれた。

今年で第3回目であるが,夏の海の名物行事として，

しっかりと定着した感じである。今回から，大阪マリ

ンフェステイバルイン淡輪のイン淡輪が取りはずされ

た。淡輪だけにとらわれない，より広域な，大阪を代

表する，海のイベントとして育てていくためである。

今年は,NBS毎日放送が加わったせいもあり，例年

にもまして，より盛りだくさんなイベントが行なわれ

た。中でも，圧巻だったのは，24日夕方から行なわれ

た，レベッカ・コンサートである。淡輪海水浴場に超

大型の特設ステージが仮設された。数千本の鉄パイプ

と500人を超す人手で組み上げられた特設ステージは，

高層ビル建築現場さながらに，壮大なものである。林

立する20mを超す照明塔群。関西にあるすべてのPA

音響機器を集めたといわれる強烈なサウンズシステ

(23）
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かな風があった。

Aクラスのレーサーは，その微風を逃がさずしっか

りとつかんで，少しづつ前へ進んでいったが，その微

風もつかの間であった。ほとんどの艇はスタートライ

ンに固まったまま,磁石にでも吸いつけられたように，

ピタリと動かない。朔日の大潮である。その上,10時

に逆潮の最強となる。無風で逆潮最強時のスタートと

なれば，おおよそ，そのレースの結末が見えたも同じ

である。何隻かの艇がゴールするのかと，賞品の分け

方が心配になる。

11時になっても，大部分の艇はスタート附近にかた

まったままである。前進するどころか，むしろスター

トラインからバックして遠ざかって行く艇などが出て

来た。

12時を過ぎた頃になると，レース・コミッテイーは，

無線を通じて，早々とコース短縮の打ち合わせを行い

始めた。

14時，タイムリミットである。コース短縮｡Nolマー

ク・5マイルの地点でフィニッシュとする。フィニッ

シュしたのはくバッフィーⅡ><PALMAxm>の2

隻のみであった。

ディンギー・クラスも,11時スタートであったが，

レース運びはクルーザーとほぼ同じである。コースが

短かい事もあって，デインギーはクラスA,11隻ク

ラスB,10隻のフィニッシュであった。

る。

夜には，約300発の花火が打ち上げられた。

26日には，ヘリコフ°ター体験試乗会。海上保安庁巡

視船くわの，の公開見学などが行なわれた。そして，

26日に行なわれた「21世紀ヤマハカップNBSファミ

リーレガッタ｣は今年で第3回目を迎える事になった。

第1回目は,21世紀・ジャパンコスモカップファミ

リーレガッタ｡第2回目は,21世紀・全労済カップファ

ミリーレガッタ。と毎年タイトルスポンサーは変って

いるが，それだけに，より充実したレースを目ざして

の模索であった。

今回のレースも参加出走数270隻と，関西における

最大級のレースとなった｡内分けは,ディンギー101隻

クルーザー169隻である。

例年ならば，7月20日を過ぎれば梅雨も開け，入道

雲のわき立つ夏空になるのであるが，今年は，20日に

なっても男性的な大雨が降り，それに連日の強風であ

る。レース前日の25日夜になっても，風は南の7～8m

であった。100隻を越えるディンギーの参加であるの

で，レースには，救助艇の数をもっと増やす必要があ

るのではないかと心配しつつ，26日，レース当日を迎

えた。昨夜の心配とは裏腹に，風はそよとも無く，海

はさざ波一つない。あの’瀬戸内特有のベタ凪である。

クルーザー･Aクラス，定刻9時45分にスタート，

Bクラスは,10時10分であった。スタート直後，かす

へ

A約318｡From岬観光L.H0.7M

B約322｡From尾崎Ch0.5M

－一・一一短縮コース

／ノ
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クルーザー，ディンギー共に，このレースでは，た

だひたすらに海にしがみつき，潮に流されないようふ

んばり，強烈な太陽に身を焼き焦がしながらのサウナ

さながらのレースであった。

数多く用意した豪華な賞品の山も，行きどころがな

くなり，表彰式に出席した人々に抽選振るまいとなっ

た。

表彰式であるが，毎回出席率は良くないのである。

今回は特に悪かった。炎天の中,1時間程の立ちづく

めは大変な事ではあるが，たったの2隻しかフイニッ

シュしなかった,いわば｢熾烈なる,サウナ大レース？」

だったのである。無風の中，良く戦かつた友のために，

やはり，大勢の熱い拍手がほしいものでした。それに，

このレースに力をかしていただいた，来賓の皆様に対

しても，申しわけない事だと思います。

来年はといえば，今から早過ぎるかもしれません。

この暑い日本の夏，ヨットレースにとっては，不作の

時期かもしれません。しかし，この不作の時期に，何

かもっと趣向をこらした型破りの熱いレースはないも

のかと，考えております。

来年もまた,21世紀杯の暑い熱いレースにご参加下

さいますように。

参加数

エントリー｜出走

A)30"

B)139ili

169隻887名

175隻855橘クルーザー

A)61"

B)40隻

101"143名

105"148"テ’インギー

280隻1003名|270"1030名

レース成績

ディンギーB

武田誠

蜂＃『"M美

渡内{!;"i

高木催

10

クルーザーAクルーザーB

バッフィーII

PALMAXIII

ディンギーA

武HIil'i樹

石川義明

＃1.谷全州

松~卜降－

11

aL

ｌ
１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
趣 ’2 ０

’

bbひひ●●ひらb●b●●ひ、●●ひb①b●bbひひDC●●●●bひ①●、●ひら、ひ

射撃訓練海域について

NORC事務局

標記について，次のとおり，海上保
安庁水路通報課長から連絡がありまし
たので，十分ご注意をして下さい。

(2)水路通報昭和60年32号別冊「在日アメリカ合衆国

軍海上訓練区域一覧表』

本別冊は，日本沿岸に設定されている射撃及び爆撃

等の訓練区域，期間及び注意事項を掲載したものであ

る。

2自衛隊関係

(1)水路通報昭和62年17号第Ⅱ部(135)『日本沿岸射

撃訓練実施」

本通報は昭和62年度の航空自衛隊が実施する空対空

の射撃訓練について，区域，期間及び注意事項を掲載

したものである。

3別に通知されるヨ||練関係

(1)水路通報第Ⅱ部に掲載する情報

その都度通知される在日アメリカ合衆国軍及び自衛

隊が実施する訓練の種類，区域，期間及び注意事項を

掲載する。

(2)無線航行警報で放送する情報

その都度通知される在日アメリカ合衆国軍及び自衛

隊が実施する訓練の種類，区域及び期間を放送する。

へ

盛夏の候貴会におかれましてはますます御隆昌の

こととお慶び申しあげます。また，業務御多忙にもか

かわらず常日頃から水路業務への御協力を賜り深く感

謝いたしております。

さて，最近我が国沿岸におきまして，船舶の被弾及

び漁船至近への物体の落下事件が惹起いたしました。

つきましては，射撃計||練等についての情報を当部で

は下記より提供しておりますので，かかる状況から一

層の周知をいたしたく，貴会員への周知方よろしくお

願いいたします。

記

1在日アメリカ合衆国軍関係

(1)海図第6973号「日本近海演習区域一覧図」

本図は日本近海に設定されている射撃及び爆撃等の

訓練区域を図載したものである。
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ヨット｢貿易風｣の世界一周コース

｢貿易風｣便り ツ耐蝿グアム島
＝

/住;80.1213発｝
(復:87‘6．3舷ノ

言大平洋

一
麺‘カサブランカ．｛

遇_(馴‘1225）
‐----託----‐
大西洋I

ガラパゴス諸島
(86.1213）玄海支部片倉静江 ｲﾝド;拳ｼドﾆ珊説ノ

「今晩は./お元気ですか？エー，僕達は今日，何日

だったつけ？今日は1980年12月13B,沖縄を出てから

17日目グアムに着きました。エー，グアムタイムで言

うと二イニイマルヨン,JSTでは9時34分です。エー，

我々は今日アプラハーバーに入りそこねてハーバーの

近所に漂泊しとります。そこで我々はイッパイも二杯

も飲んどります｡当然そちらも飲みながら聞いて(テー

プを）いますよね？」

6年7カ月前，松本研司スキッパー，クルーの稲光

良寛，浅見健三人の楽しい声の便りを受け取った

時は本当に嬉しかった。彼等の愛唱歌だった「我は海

の子｣をわざわざ三番まで合唱した後のおしゃべりで，

先方は酔っぱらってふさけているのに，こちらは涙が

あふれて仕方がなかった。初めての外国の港を目の前

にして，三人共ベロベロで，ゲップさえ聞こえる。日

へ

ヴァレリアさんと松本スキッパー（唐泊にて）

ｵ,ｵ,

〃〃〃
宮a
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本出国前までは三人共タバコは吸わなかった。一番若

い浅見が「片倉さん知ってますか？僕達三人，今タバ

コを吸っているんですよ。あ，俺裏切っちゃった｣，

すぐつづけて稲光が「片倉さんの大嫌いな煙をあげま

しょうね」と，マイクに二，三回吹きかけ三人は笑い

ころげる。こちらも引き込まれてしまう。このテープ，

何度聞いただろう？その度に安全航海を祈った。

その後一年目に浅見が帰国，稲光は4年目にロード

ス島（ギリシャ）で下りた。ロードス島で別れる時に

二人で話し合ったテープ°が2本目だった。A面だけ

使っていたので,B面にこのグアムからのテープを移

した。ロードス島からのテープの内容は二人だけの問

題の話し合いで，他人が憶測したり，口を出すもので

bbODC●ひb●●●●●00●●●●●ひ

戸仏…………単一…ｼ垂………………＝……………………………V分

り ゾ

新晋録艇の紹介11
リ
;_____..__"_._._J
xセール番号，艇名，帆装，フリート，全長×｛

；鰯婁懸唱水ｵーﾅー急…‘；
し－塁………………………､"………………………………雰過

3765MPROJECTJ-29松山8．99×7.62×3．35

X1.71岡本和憲／艇名の由来：帆走は複数の人間の

協同作業が必要なのでPROJECTを艇名に入れた。

最初に付いているMは何となく付けてみたが仲間に

は,MAD，MISS,MASOCHISMのMではないかと

言われている。／抱負：当分はレースに力を入れたい

と思っているがオーナーは気まぐれな性格なので抱負

と言えるようなものは無い。しかし帆走は必ず続けて

いくだろうし，仲間もふやして楽しいお遊びをしてい

きたいと思います。／クルー：ヨット命というタイプ

は少ない,が，生活とヨットをうまくバランスさせてい

る人が多い。みんな昼夜海上陸上を問わず大酒のみ。

3786チヤンボサーVN/M5050．0×39.5×15.0

×9.0l盛田正敏／艇名の由来：海の恐竜“チャンポ

サザウス”より命名しました。

3484うらなみⅦTAK30.蒲郡三谷YH9.39

X7.91×2.88×1.867市川勇／艇名の由来：三河

湾の静かな海を連想して／抱負：クルーの練度が上っ

たので，ワンステップ速い艇を選んだ。長い間，長時

間勤務をお願いしていたレースコミッティーの皆様に

もこれで，喜んで戴けるものと思っておりますが，

「ジャジャ馬」と一部の人から言われている艇果し

てコントロール出来るか？不安もいっぱい。／クルー

鷺嶋田博行，嶋田陽三，嶋田二郎，近藤勝美，安藤充

彦，竹内一陽，河野忠雄，白井収，服部和香子，中西

則子

STARMOREBENETEAUFIRST-285江の島

ヨットハーバー860×740×299×160林幹雄

はないが，ひとつだけ印象に残ったのが稲光の一言

だった。「四年にもなると，もう冒険ではなく生活に

なる。男と女ならまだしも，野郎二人の生活なんて成

り立たない」と。

そして1987年8月1日，「貿易風」は松本研司と新

しく参加した女性クルーをのせ6年9ヶ月ぶりに唐泊

漁港（博多湾）に無事帰港した。これでひとつの冒険

が終わった。ケンウッドカップ，アメリカズカップ等

のヨットレースヘの参加が年を追う毎に盛んになって

きた。九州の田舎でも，ニュージーランド，博多間の

ヨットレースが予定されている。今後，三番手四番手

の地球一周男が，この福岡から果して出現するだろう

か？

●●①●00●●00ひ●bbbbbりひb●

3738PALMAxmYoK46徳島ケンチュピア

46feet大川勲／艇名の由来：これまでのピーターソ

ン42はピッグパルだったのだが，さらに大きくなった

のでこの艇名を選んだ。／抱負：年末のグアムレース

に出場予定。秋に行なわれる内海支部主催の紀伊水道

レースは30回記念レースにあたるので，このレースに

ファーストホームをめさしている。／クルー：桝田隆

（スキッパー)，八田立，中野憲芳，瀬川洸城

2333TOGO-Xスループ西宮13.45×10．6×

4．018×？山田東吾／艇名の由来:AdomiralTO

GOと自分のFirstNameをかけたもの。他にいろい

ろ美しい艇名をつけても仲間が呼んでくれないので，

現在までこのままで来てしまいました。／抱負：もは

や50歳をとうに越え，老武者になりはてて，日本中か

ら首を狙われていますが，引退への道づれに出来るだ

け若者や，実年者を打ち負かして養老院での自慢の種

にするつもりです。/NORCへの要望：いろいろな

レースで海外に出ていますと，港々にすばらしいク

ルーザーの集いがみられます。レーサーの発展ととも

に大型クルーザー群のハワイや，タヒチへの周航等，

将来是非企図して下さい。

からすの子J-24三崎マリン7.32×？×2.11X

1.21斜森保雄

OFFSHORE第150号昭和62年9月15日発行
毎月1回15日発行

昭和52年7月21日第三種郵便物認可

1部定価300円（郵送料45円）

発行社団法人日本外洋帆走協会

東京都港区虎ノ門1-15-16(船舶振興ビル4階）

電話・東京03(504)1911～3〒105

郵便振替番号2-21787

,印刷正進社印刷株式会社
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◎サンクズJ認｡

衝賛はいつもスキッパーにあつまる｡巡こそが勝利の条件かもしれない。

しかし栄光をfにしたクルーたちの｢サンクス｣を、

もっとも心のこもった'す葉をかけられるのはこいつなのかもしれない｡Y-Rシリーズ

ヤマハがもてる技術と経験のすべてを注いで建造する、

ll上界のレーシングシーンで「勝つ｣ためのY－Rシリーズ。

今llもどこかで｢サンクス｣のﾉliが。
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fOMOOIMARINHII[!安全がﾏﾘﾝｽポーﾂの基本ですも
ﾔﾏﾊ製品についてのお問い合わせは､下記までどうそ．

北海道ヤマハ㈱

ヤマハ東北鞠･･

ﾔﾏﾊ東京線･･･

ヤマハ中部㈱･…

ヤマハ関西株

ヤマハ中国線

ヤマハ四国㈱

ヤマハ九州㈱

窓011－612－1060

念022-235-1031

盆03－444－9971

念052÷913－2121

１
１
０
１

７
１
０
６

６
９
８
２

１
４
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８
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２
－
４

５
－
８
一

室
２
７
２
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８
８
９

０
０
０
０

査
盆
査
査

■天気予報を確認L/て､無理のない航行をc■法規やマナーを守りましょう.■立入禁止水域や船舶航行の頻繁な水域は避け
ましょう｡■点検･整備を忘れずに｡■乗船前に､免許と法定備品の確認を｡■漁業者に迷惑をかけない様にしましょう。
●カタログこ・希蔑の方は､艇名･雑誌名を明記のうえ､宣伝課まで｡●ヤマハ発動機株式会社〒438静岡県磐田市新貝2500
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●Y-Rシリーズは基本仕様をベースに､お客様のこ要望により、

仕様の変更､レーティング対策などをお打合わせのうえ建造

いたしま攻なお､シリーズ艇以外のこ相談もお受けいたしま魂


